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はじめに

弘前大学人文学部に藤沼が赴聾したのが平成10年変で、今年3月で定年退職となる。人文学部に

古学ゼミナールが開講したのは平成12年度であるから、ゼミナ…ルで学んだ学生は43名に達するc ゼ

ミナ-)しでは研究課題として専ら亀ヶ両文化を取り上げてきたご

この問、発掘調査を実擁したのは青森県外ヶ浜町今誇遺跡と青森県三日軒杉沢遺跡の2r牛である
今津遺跡の発掘報告書は平成16年疫に刊行した。

本書は、 に亀ヶ同文化研究センター〈調査担当は司本考占学研究室) した青

森県三戸郡三戸町杉沢遺跡の発掘調査報告書である C 国民共有の財産である埋議文化財を発掘調査し

たならば、その内容を明らかにした報告書を公表するのは研究者の責務であると考えているので、

年を前にしてこの報告書を刊行できたこと辻きわめて嬉しいむこれも、大学当局や三戸町教育委員 r ・

地主の杉沢市見氏・写真家の小川忠博民ご夫妻などのご協力とご指導のおかげであるが、最大の功労

発掘に参加し、出土品を整理してくれた考古学ゼミナールを中心とした学生たちである O 関張

達人先生の指導のもとによく頑張ってくれた号原く簡i礼を述べたい。な-<1.....、

あたって、ご協力・ご指導をいただいた機関や器入のお名前を下に記し、感謝の意を表した""0

本書は、日本考古学研究室研究報告として辻第6冊目であるひ研究報告はすべて亀ヶ同文生研究の

基礎資料として役立つように工夫してきた合もりである。本書も亀ヶ同文生研究そして縄文文化研究

として活用していただくことを頼っている

なお、杉沢遺跡の発掘調査や報告書刊行には、平成18年度・ 19年度の学部長裁量経費・

点研究費・地域社会研究科研究費などを使用した。

平成20年3月

弘前大学人文学部日本考古学研究窒

弘前大学人文学部前羅 亀ヶ同文化研究センター

弘前大学大学院地域社会研究科

藤沼

{ご指導・ご協力をいただいた . 1国人名(敬称略・眠不同)1 

青森i早教育委員会文住財保護課(斎義 正・小山詰平ー永嶋 豊)、青森県立郷土館〈福田友之・

-斎藤 岳人青森県埋義文仕財調査センター(工藤 大・往々木雅裕・中高友丈・坂本真

入三戸町教育委員会(野田尚志十自罵英生)、三戸町役場 (w口説空〉、階上町教育委員会(森 淳入

国子町山JlI旅館(山川 栄)、杉沢由見(土地所害者)、泉拓良(京都大学入宮坂朋

小川忠博(東京、写真家人境沢宏美・蔦J[[貴祥ー市)II健夫・山田祐子(以上、
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行(軽未町教育委員会人山崎 武(十和田高役所)、大久保学(十和田吉教育委員

、tJI口義仲
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凡例

1.本報告書は、平成18年度に亀ヶ岡文化研究センター(調査担当、日本考古学研究室)が発掘調査

した青森県三戸郡三戸町杉沢遺跡の発掘調査報告書であるO

2. 発掘調査や報告書作成には、藤沼邦彦(日本考古学研究室)・関根達人(文化財論研究室)・日本

考古学ゼミナールに集う学生などが参加した。大学院人文社会科学研究科の修了生である蔦川貴祥氏

は発掘調査に自費で参加し、後輩の指導にあたってくれた。また、三戸町教育委員会はじめ多くの機

関・個人から研究面で多大な援助があった。現地では地主の杉沢由見氏から多大な便宜を与えられたc

卒業生や地域社会研究科学生などからの差し入れもあった。

発掘調査や遺物の整理・実測図作成に参加した学生は下記の通りである O

発掘調査に参加した学生(学年は平成18年度現在とした)

大学院人文社会科学研究科2年生(横山寛剛)、 1年生(秋山真吾・津田恭平)

人文学部4年生(山田敏子)、 3年生(赤坂朋美・槻木孝則・佐藤信人・須藤真由美・丸

川優多・宮本明日香)

人文学部2年生(五十嵐 愛・大和田麻未・桜田智恵・佐藤夏子・中村祐宇樹・長谷川 礼・

立花晃一・富浦由佳・米谷圭太・若松徹)

遺物の整理・実視1.1図作成に参加した学生(学年は平成19年度現在)

平成18年度参加者(横山寛剛、磯前和己・山田敏子、大和田麻未・桜田智恵・富浦由佳・

米谷圭太)

平成18・19年度参加者(秋山真吾・津田恭平、赤坂朋美・槻木孝則・佐藤信人・須藤真由 l

美・丸川優多・宵本明日香、五十嵐 愛・佐藤夏子・中村祐宇樹・長谷川 礼・立花晃一・ i

若松徹)

平成19年度参加者(菅野七瀬・菊地咲江・本聞大揮・奈良美穂・二浦倫子・葛西早津紀・

渡辺信彦。以上2年生で考古学実習生)。佐藤千絵(1年生、自主参加)。

3. 報告書作成の中心は、藤沼邦彦、人文社会科学研究科の秋山真吾・津田恭平、学部4年生の赤坂

朋美・須藤真由美・宮本明日香・槻木孝則・佐藤信人・丸川優多であるが、 3年生以下の五十嵐 愛・

佐藤夏子・中村祐宇樹・長谷川 礼・立花晃一・若松徹・佐藤千絵が補佐した。

学部学生がおこなう遺物の実測図作成は、秋山と津田が指導した。編集は主として藤沼と秋山・赤

坂・宮本がおこなった。

4.報告書の土器の実測図・拓本図の縮尺は3分の 1が基本であるが、拓本やそれをトレースした模

式図などは縮尺不同であるO 石製品・土製品の実測図の縮尺は2分の 1を原則としたが、石皿や喋石

器は3分の 1であるO

5.石器・石製品の材質同定は、青森県立浪岡高等学校の山口義伸氏の肉眼鑑定による O 石器の実測

図作成は、青森県埋蔵文化財調査センターの中島友文・佐々木雅裕両氏の指導を得た。

6. 遺物の写真については小川忠博氏に展開写真その他の撮影を依頼した。学生が撮影したものが少

数あるが、それには*印を付したc
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第 1章調査の目的

今回の発掘調査は、弘前大学人文学部附属 亀ヶ岡文化研究センター(発掘調査担当、 日本考占学

研究室)が主体となり、平成18年8月5日から 8月15日まで実施したものである。調査面積は51ばで

あるが、青森県立郷土館の調査区と重複したため、実質的な調査面積は42ぱとなる。

調査の目的は、亀ヶ岡文化の研究のためである。今回の調査地点は、青森県立郷土館の調査で縄文

時代晩期のいわゆる大洞 BC式と大制 C1式土器が出土することが分かっていたので、具体的には、①

層位学的に調査し、大j同BC式と大洞 C1式土器の違いが層位的に区別できるのかを検証する。②まと

まりある土器群の土器組成(器種の組み合わせ)とその組成比を明らかにすること、~器種ごとの文

様構成を明らかにし、描く手順を分析する材料を得ること、 ④馬淵川流域の晩期前半の土器群の特徴

を具体的にとらえること、それに加えて⑤日本考古学実習や問ゼミナールの発掘実習を兼ね、整理研

究して報告芹作成を実践すること、⑥修士論文や卒業論文、研究論文の材料を得ること。⑦亀ヶ同文

化研究センターの研究資料と基礎的な展示資料を収集すること、などを主要な調査目的とした。

幸いなことに優秀な出土品に恵まれ、上記にあげた目的をほぼ達成することができた。出土した土

器は、完全な形に近いものや接合でほぼ復元できたものが多く、しかも工芸的に見て優秀なものが多

かった。これらは、研究資料としてのみならず、亀ヶ岡文化研究センターの展示資料としておおいに

役立つものである。

第2章杉沢遺跡の位置と環境

第 I節杉沢遺跡の位置

杉沢遺跡は、青森県三戸郡三戸町大字貝守字杉沢54-1にあ

る。三戸町の中心部から直線距離で西に14回ほとず行ったとこ

ろにあるが、車で路なりにたどれば約20kmの距離となるc こ

の地点からさらに10kmほど山道をたどると十和田湖国立公園

の迷ケ平キャンプ場に出るという山深いところである。三戸

郡(八戸市も旧三戸郡域)は青森県の東南部に位置し、北は

青森県十和田市・上北郡に、東は太平洋に、西は秋田県(鹿

角市)に、南は岩手県(三戸市・二戸郡・九戸郡)に接するc

三戸町は三戸郡の南西部にあり、平面形は東西に細長く、「つ」

の字のような形をしている C 町の東端に近い部分を馬淵川が

南流し、北側に猿辺川が西側の奥羽山脈から東に向って流れ

馬淵川に合流する。また南側に田子町方面から東流する熊原

川があり馬淵川に合流する。全体的にみると、西側は奥羽山

第 1図杉沢遺跡の位置

脈から派生する山地・丘陵地という地形であるが、東部は馬淵川とそれに合流する猿辺川・熊原川の

河谷にあたり、やや平坦な地形となっている。杉沢遺跡周辺は、地形分類岡の地形区分にしたがうと

因子台地にふくまれる。遺跡の位置する面は背後の軽石流台地(低位)と前方の旗辺川にはさまれた

面積のせまい砂喋台地(低位)すなわち猿辺川のもっとも低位の河岸段丘面に相当する。

第2節杉沢遺跡周辺の環境

(1)気候

三戸町は、奥羽山脈を境とすれば、太平洋側に属し、気候の区分も太平洋気候区に属し、概括的に

いえば日本海側よりも、夏季の降水量が多く、冬季の降雪量は少なく晴れの日が多い。しかし三戸町

は、朝晩や冬季の冷え込みが大きいため、沿岸部の八戸市と比べ、気温の年較差 (8月と 1月の平均



日較差(日 と日最低気温の差) きく、内陸性気候の特徴が顕れているという C

これは立戸町が山地に近いことと関係があり、積雪が多いのも特徴で、沿岸部にくらベヤマセ

も少ないという。杉沢遺跡のある杉沢集落の地は、三戸町の中心部からわずか14km奥にあるに過ぎな

いが、十和田火山地・大黒森山地の山麓に刻まれた狭い谷間にあるため、三戸町の中心部と比べれば

も多く、根雪の存在する嘉男も長い(青森県農林部農村計画課1998)

(2植物桔(植生)

自然植生は落葉志葉構林が中心となるが、自然植生が残っている地域は山壇などの地域

に限られており、遺跡周辺の林はミズナラ・クリに代表される二次林、スギ・アカマツ・ヒノキなど

のこ次林や植栽林などが目立合。また、あれた山林も多い。またこの地域(馬淵川流域)の潜在自然

はすべてブナクラス域にふくまれ、もっとも に分布するのはミズナラ林で、それに加えて

コナラ・ク 1).アカイタヤ・ホウノキ・オオパク口よそジ・ミヤマガマズミ e ヤマウルシ・ツノハシバ

ミなどがみられるような植生であるという C 縄文時代晩期の気設はやや寒冷であるといわれるが、

期111の支流である猿辺111の上流にある杉沢遺跡の地域も、 上記のような潜在告然種生と毘じよう

ったと推定されるひそして縄文集落に近い盟山にはコナラ・クリ・トチノミなどの食粍となる

樹木が茂り、沢地などにはサワクルミなどが群生していたのであろう

初動物相

現在の青森県に棲息する陸棲の鴇乳類は、大型のものとしてツキノワグマ・ニホンカモシカ・ニホ

ンザ、島、中裂のものとしてノウサギ・ムササゼ・タヌキ・キツネ・チン・イタチ・アナグマな

る(青蒜県史編さん自民部会編2003)0地主の杉沢氏のお話では、かつて発器地点の矯までク?がで

てきたことがあったという C 大型獣であるシカとイノシシの名がないが、 j工Jゴ時代の記録によるとシ

カもイノシシも棲息していた。八戸藩で

こったこともあり、これをイノシシ飢渇とよん

したシカ・イノシシが田畑を荒らし、

縄文時代の貝塚からはイノシシ・シカの骨な

しており、少数ながらイノシシ形土襲品も県内各地で発見されているので、縄文時代にイノシシ・

シカが棲息し、縄文人の狩ちの対象となったことは関違いない。

戸町の主要j可JlIである馬諸問とその支流である提原JII.猿辺111にす台索、類は多種類あるが、流域

によって種類がことなる。中・上流域で人間にとって重要な資源となる代表的な魚類辻シロザケ・サ

クラマス・アユなどである。 工藤 大氏の作成した産卵区域によると、シ汀ザケの産卵区域は主とし

て中流以上の馬淵川本流日限られ、支流では熊原川の下流に存在するだけであるO アユも馬淵川本流

の中流域に誤られる クラマスの産卵区域のみが、大小の支流に及んでいるO 杉沢遺跡の近くを流

れる猿辺JI!には、現在はシロザケもアユも遡らないが、サクラマスだけは多数趨り、戦前までは「サ

クラマスのJlIJとよばれるほど撞獲されたという(話国・工藤1997) 縄文時代晩期は現在よりやや

ったといわれるので、馬iMM111を遡るシ訂ザ、ケ辻現在より量が多かったと考えられるが、杉沢

遺跡の立地する猿辺川の上流までどれだけシロザ、ケが遡ったかは不明である=議辺!日でシロザケの治、

しか期待できないとすれば、杉沢遺跡の縄文人が保存食料としてシロザケを確保するために

は、馬淵川本流近くまで出かけて直接泊獲するか、その地域の縄文人が漁獲したものを分けてもらう

必要があったであろう

州地形

杉沢遺艶q立、馬器JlI本流から南部町内前仔近で分岐する猿辺111を、約16km遭った上流域の左岸段丘

に位置しているむ遺跡周辺は、地形分類閣の地形区分;こしたがうと田子台地にふくまれ、

在地は背後の軽石流白地(低位)と前方の谷底平野にはさまれた面積のせまい砂諜台地(低金)とな

っているO

{出馬淵JlI.譲辺111と杉沢遺跡

つf】



馬淵川流域の遺跡群については、これまで同様、好著 i流域の遺跡、調査報告書jの中から引

思させていただくことにする。

高潤111は、北上高地の袖平高原付近に源を発し、岩手県北部を北流して青森県車部に入札八戸市

に注ぐ。幹JlI詫路延長142油、全流域面積2050凶で、流域間襲のうち92%は山地が出めると

いう G 上流は山地を流れる渓流であるが、 1ft流になると谷も開け、下流になるとさらに大きな支流も

合流し谷底平野告発達させるむこの馬淵JiI水系辻縄文時代の遺跡が1416カ所知られており、議密な分

布を示す。そのうち晩期の遺跡泣366カ所といい、縄文時代の全遺跡数の約4分の 1を占める C 遺跡、

試馬淵川本流や支涜との合流点近くに密集する傾向があるが、密度は上流域のほうが濃いようである会

-集落の大きさ・集落の誰続期間などは、流域が生み出す有益な生物量 e 支侯思士、地影

などと関連するものであろう c 遺跡の分事が多いということは、縄文人にとって馬淵!日流域は住みや

すい環境でおったと推定される

杉沢遺跡、も馬濡111流域の縄文晩期の遺跡群の…つであり、支流の挨辺川の上流に位費するつ猿辺}11 

は流路24.7kmで、三戸町西部のドコノ森付近にj患を発し、南部町門前付近で馬淵111に合流する C 山地・

丘援を浸金して狭い谷を彰成しながら流れる O 流域には、本流などと比べれば遺跡の数は少ないが、

森県遺諒場開(平成10年3月版)によると、晩期の選勝として上流から三戸町〈工北太平遺跡・

沢遺跡 e李甫太鼓森遺跡・在二次平遺跡蜂ヶ崎遺跡(大詞 A'A'式).中北向遺跡・

南部阿を鱒沢遺跡、・村中遺跡が、また猿辺JIIから分岐する小逮辺111の上流に三戸町⑩萩場遺罫・

⑪荒田遺跡が分布する G しかし杉沢遺跡を除くと発掘調査された遺跡はなく、出土品の内容も不明な

遺跡が多い。選跨を諮査しでも北太平遺跡・南太鼓森遺跡・二次平遺跡*斡ヶ崎遺跡、などは、水田な

どになっており、遺物の分和や遺跡の範留などは確認できなかった。

第3輩杉沢遺跡とは

第1節 杉沢遺鄭の立地と遺跡の範間

出杉沢遺跡の立場

猿辺J11が荒111と合流する地点に近い在岸ほと鱒)の砂磯台地の奥に位置し、前面に猿辺川

に向って緩やかに傾斜する平坦な土地が広がるが、背後はすぐに粧石流台地(低位)からの急な額斜

地となっている。標高は、遺跡が立地する砂諜台地で、約170m、背後の軽石流台地で約230mで、ある

遺跡、のある面(砂諜台地)は、背後の軽石流台地 (i創立)と前方の谷底平野に泣きまれた面積のせま

い低投の河岸段丘で、遺跡から装辺JIIまでの距離はわずか150mほどで、続辺111とのよと高も約2から

4出法どである C なお付近の川岸はコンクリ…トなどで護岸されているところが多い。

遺跡からの眺望は人家のためよくないが、猿辺川沿いの道路(県道216号)まででると、 JIIの向恥側

に山々が連なるのがみえ、この付近が谷間にある小さな平坦地であることが分かるc また遺跡の背後

の斜面を登って軽石流台地(低位)にでると、そこは平坦な地形が広がり水田やタバコ畑として有用

されている c

(2)杉沢遺跡の範西

遺跡は、発掘資料や表面採集資料によると、縄文時代中期から晩期におよび、 も志範酉にわたり、

その範関は東西約150mx南北約40mと推定されるひとくに名久井文明氏がかつて発掘調査した地点

に近いといわれるタバコハウス付近に土器井が多かった。しかし、土地が揺られた仏原敷地・作業

-水田と化しているところが多く、遺跡の範間を明確にとらえることはできなかった。現在、良好

な形で、遺跡が残っている部分は、今期、弘前大学人文学部附属亀ヶ関文化研究センターが発掘し

査[Xfす近で、縄文時1~晩期の遺物包含層となっている。この包含層は、斜需に形成されたいわゆる

て場JであるG 地表面は整地され平坦な:t聖地と令。ていたが、土盛り整地の下の遺物包含層は高に向

-3-
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.晩期前半の遺跡 主な遺跡

l八戸市ヰヶ沢 13):大幅('(i
o晩期前半、後半の遺跡{前半王体}

2 1¥戸市l持i大調B区('C: ' A' A') 

3八戸市理平 1:2¥i大幅B's(! 

a量村西wl大調A'A" 
ロ晩期~ij半、後半の遺跡{後半玉体!

S福地村匝置快調B区 (i

・晩期後半の遺跡 6名川町制吉明 |大;liA'A'， 

;名川町寺下 '7、調B区'L(

』名川町長主産 t!、調B'OC'L'(' A' A' I 

9名川町奇生長担!大詰B'BC('C: 'A' 

。晩期前半~後半の遺跡、

lO=ji町ち沢{大調B.j[ ♀ じ A' 

11-:戸町車山{大調s'j['(，・(，A 'A'I 
12三戸町八日町!大調B匹

Ii町町野面干 1揖 B'j['C.(:' 

14四千町E亀J大綱E区 L'(，! 
15二戸市高嵩 i大相B.BC(.I

16 二戸市長者D d、調 ，~ ，A'，' 

17二両市沢内fj;;再B.s(.(，( 'A'A'I 

!8 ~ii市I;J君 臨 1，B. BC ( ' A ' A" 

19一口町埋切 1大幅Cリ

却準法寺町飛鳥台地1I大幅ft.s( '(1 

21持法寺町上松r;1大相B'('L8..K' 
22~古寺町E竜 1 I大詰s('('c. 'A: 
D安代前曲目I!大福ft，!['(， ，(， 

24安代町荒屋1!中華J

25安R町#坂田1，IT，大調B's(('('A，
26 戸町芸詩 I ~語 B'BC( ， 

n ~r.町山ヰペ君 ft' j[ L'(

-晩期の遺跡(時期j不明)

( は巨体となる時期)

第2図 馬淵川流域の縄文晩期の遺跡分布(福田・工藤1997を改変)

，.-t 
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‘3 へ_1'.-___~ . ..ot-- ，-'.~~#j'~-;:- 一宮2品川、rス

第3図 撞辺川流域の縄文晩期の遺跡分布(国土地理院
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第4図 遺跡付近の地形と遺跡の範囲(三戸町提供の地図を利用)

ってかなり傾斜していた。なお、この捨て場を利用した人々の住居跡がどの位置に存在したのか確認

することができなかった。背後の急な傾斜地に住居跡が存在することも予想されたが、そこには土器

片など遺物の散布は確認できなかった。おそらく住居跡は、捨て場より高い位置にあったのではなく、

「捨て場」と同じように、背後の急な傾斜地の裾部にそった付近に存在したと考えたほうがよかろう。

第2節杉沢遺跡に於ける過去の調査

杉沢遺跡はこれまでに2回の発掘調査が行われている O

(1)第 1回目は、 1970年の三戸高等学校(担当、名久井文明)の調査である O 春山氏所有の畑地を 2

m四方を発掘調査し、リンゴ箱 1ぱい程度の遺物を得て、概略を報告している。それによると第7層

から大洞B式が1点、第5層から大洞 BC式が2点、大洞 Cl式土器が多数、第4層から大洞 C2式と

大j同A式が混在して多数、第3層から大洞A式が多数出土したという O 大洞 C1式から大洞A式にい

たる土器群が層位的に出土しており、興味深い成果であるが、発掘面積が狭いため、土器の全体量も

少なく、層位ごとの器種組成(比率)などは明らかにされていなL、。この発掘資料は現在、 三戸町教

育委員会で保管しており、私たちも平成19年度に土器や岩偶について再調査させていただいた。なお、

この報告書を入手するのは困難であるが、出土品の図面は、 f三戸町史Jの中巻(三戸町史編纂委員

会1997)に再録されているので参照して欲しい。

(2)第2岡目は、1994年の青森県立郷士館(担当、福田友之・工藤 大・岩淵宏子)の調査である o J¥. B. 

C区、合わせて約20rriを発掘調査し、ダンボールで11箱分の遺物を得て、「馬淵川流域の遺跡調査報

F 
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告書Jl の中で報告している o A区は2m掘り下げてもほとんど遺物が出土せずに中止している o B区

は背後の山際に設定したが遺物はほとんど出土しなかった。 C区は、 C-1区が表土直下が地山で遺

物は出土しなかったが、 C-2区は良好な遺物包含層で多数の遺物が出土した。

C-2区は、縄文後期後半から晩期後半にかけての土器が出土しているが、中心になるのは晩期前

半の大洞 BC式と大洞 C1式の土器で、他の型式は少な¥...-¥ 0 とくにC-2区のV層は上・中・下に細分

され、 V層下層が大洞 BC式、 V層中層が大洞 BC式と大洞 C1式、 V層上層が大洞 C1式の土器を包

含していたという O

今回報告する弘前大学の発掘区は、調査の目的で述べたように、県立郷土館の発掘区 (C-2区)

を含むので、県立郷土館で調査した発掘区の層位や出土土器も併せて検討するつもりであるO そのた

め報告書の図版を活用させてもらった。

第4章杉沢遺跡の発掘調査の内容

第1節 調査区の選定・区名(グリット名)

(1)調査区の選定

発掘調査を実施した地点は、杉沢遺跡のうち、

背後の斜面に近い部分で、杉沢由見氏の所有する

畑地である O 周囲は整地などを目的に掘削されて

いるが、この部分は良好な遺物包含層が保存され

ていた。この地点を選定した理由は、①青森県立

郷土館の発掘調査 (C-2区に相当)で多数の晩

期前半の遺物が出土しており(福田・工藤1997)、

調査の目的を果たすことができそうであったこと、

②県立郷土館の発掘・遺物整理を担当した工藤

大氏から「大丈夫、沢山の出土品が期待できるよ」

と調査を勧められたこと、③県立郷土館の調査区

西壁

北壁

東壁

C区 D区

A区 や¥
南壁 o 3m 

第5図調査区の設定

に接した地点を調査すれば、県立郷土館の発掘資料も利用できると考えたこと、④地主の杉沢由見氏

と三戸町教育委員会から発掘調査に対し協力が得られたことなどによるO

(2)区名(グリット名)・層位を記録した壁面の位置

調査区は、畑地の平面にそって東西9mx南北9mの範囲に設定し、内部を一辺3mの方眼(区)

に区画し、それぞれに区名をつけ、そのうちA区、 B区、 C区 (C1・C2)、D区 (D1・D2) 

を発掘した。ただしA区は2mx3mのみ調査した。

各区の発掘の開始の順はC区→B区→D区→A区となる O 発掘は晩期の最下層の下に厚く堆積する

中掠浮石層を掘り込んだ段階で中止した。層位を記録した壁面はB区(南壁)、 A区(東壁)、 C区(西

壁と南壁)、 D区(西壁と南壁)であるO

第2節発掘調査の期間・調査体制

(1)調査期開

発掘調査は平成18年8月5日から始め、 8月14. 15日の埋め戻しで完了した。最初に発掘調査を開

始したC区の中央に、平成6年に青森県立郷土館が発掘調査した発掘区 (C-2区)が検出され、そ

の埋め士を排除するのに丸二日かかった。そのためその後の調査日程がきびしくなり、忙しい調査と

なってしまった。発掘調査中は、地主の杉沢氏宅の皆さん・三戸町教育委員会の野田尚志氏・杉沢地

区の皆さんから、地域に関するさまざまな情報を収集した。

-6-
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(2)調査体制

発掘調査の主体は弘前大学人文学部附属

であるO 藤沼邦彦(日本考古学担当い

ヶ|吋文化研究センターで、調査担当は日本考古学研究

(文化財論担当)が調査指導し、日本考古学ゼミ

4年生・ 3年生、考古学実習を受講する 2ナールに集まる学生(人文社会科学研究科の

が参加した。人文社会科学研究科を修了し 自費で参加し、後輩の指導にあったョ調査中、

三戸町教育委員会の野田尚志氏から

(3)調査日誌抄

5 I 土 朝、レンタカ…・自家用車などで弘前大学を出発。10時頃杉沢遺跡に到着c

育委員会から器用したテントを設罷c 午後から発掘予定地域周辺の環境を整備c

区を設定する c区を発掘心中央に大きな境乱部分を検出、これが青森県立郷土館の
自トしンチ (C 2区)で為ることを躍認し、その排土を娼める 3

6 I 日 C区内の由トレンチの理め土を;ま法排設し、表面の中諏浮石層を出すむ調査完了時に

7 月

8 火

9 7J.丈

10 木

11 

12 I 土

壁に刺さっていた土器を按いたとみえ、 IBトレンチの壁は呂田が著しく、崩れも見られ

たむ 15トレンチの東関付近から小型の完形の壷や一括土器の破片などが出土する

る

と弘前大学人文学部の宮坂題氏が発握境場を視察c

けてくれた。地域社会研究科学生の小国産男氏が差し入れ。

(旧トレンチの西側)は中諏浮石層まで浅く、遺物も少なかったの

まで掘り下げたり

南壁周辺に遺物が多いが、一括土器の出土は少なかっ

「広報さんのへ」の取材にくるO

に近い部分(旧トレンチの東側)を掘り下げるO 注口・深鉢・台付鉢な

とともに石匙などの石器が出士会

まで掘りFげ、この区の発掘

会の藤田産f子氏、ー

ンターの工葉大氏・坂本真弓氏が晃学にくる

に部土鎮の発掘の諒子、農作業のことなど

A区はさらに下層を精査し、赤彩された小型の壷が完形で

ら多数の完形に近い皿・鉢、一括の士器破片な

8-
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五所川原市教育委員会の藤原弘明氏が奥さんと一緒に見学。十和田市の山崎武氏・

教育委員会大久保学氏、青森県埋蔵文化財調査センターの永11鳴豊氏が見学。地元の方々

も見学に来る O

C区の埋め戻し作業を開始する O

13 日 A区で遮光器土偶の足の破片が出土(のち体部破片に接合)。

D区の最下層から完形に近い大型注口が出土。最後に中諏浮石層をやや掘りこみ、

D区も発掘作業は完了する O

B区の埋め戻しを開始する O

三沢市教育委員会の長尾正義氏が見学。

14 月 D区と C区の聞の壁(ベルト)を掘りながら、 D区の埋め戻しを開始する O このベ

ルトから完形の注口が倒立した状態で出土する O

A区と C区の聞の壁(ベルト)を調査。

15 火 A区と C区の聞の壁(ベルト)を引き続き調査する O 土器が多数出土。

午後3時ごろ調査区全体の埋め戻しを完了する O 機材や出土品を車に積み、大学に

向け出発。夕方おそく大学に着く O

第3節層位と遺物の出土状況

調査区の軸の方向は、磁北より束に450 傾いているが、便宜上、山に近い部分を北側、猿辺川の方

向を南側とするO 地層図を作成するための標高は、BM=標高176.666mの地点のものを利用した。なお、

調査区の表面は、畑地として利用されているためほぼ平坦であるが、南側にいくほど整地のための盛

土が厚く堆積しているO この盛土を除くと、区全体の地層(堆積層)は南東方向にむかつて緩やかに

傾斜している O

発掘地点は捨て場=遺物包含層であったので、発掘は層位的に行い、報告書では出土品を層位ごと

に提示することに努めた。

(1) A区の層位

第1層は表土で、耕作土であるO

第2層も耕作土で、黒褐色土層である O 第1・2層をあわせると、耕作土は厚さが約80cmに及んで、

いる O 土器破片などが少数出土している O

第3層は褐灰色土層である O 撹乱がおよんでおり、レンズ状に部分的に堆積している O 厚さは約5

cmで、ある O 粘性は無く、粒が細かくシルト質で、十和田b火山灰層と考えられている O

第4層は黄櫨色の浮石層で、部分的に薄く堆積しており(東壁には見られない)、これも十和田b

火山灰層と考えられている O

第5層は黒褐色土層である O 約20cmの厚さで、黄澄色の浮石の混入がみられる O 土器破片などが出

土した (A28)0 

第6層は黒褐色土層である O 約20cmの厚さで、黄樫色の浮石が少量混入している C 粘性や湿り気が

ある O 壷 (A132)や台付鉢 (A86)、浅鉢 (A110)などまとまった土器が出土している O

第7層は黒褐色土層である O 厚い所で、約15cmとなる O 浮石が微量に混入している O しまりが無く、

炭化物が混入しているO 台付鉢 (A151)や浅鉢 (A154)、皿 (A159)、査 (A163)などが出土しているO

第8層は暗褐色土層である O 厚い所で、約15cmとなり、北側で薄くなっている O しまりが無く、砂利

が混入している O 浮石が微量に混入しているO 炭化物が混入し、第7層よりもやや黄色味が強いc 土

器破片などが少量出土しているC

第9層は黒褐色土層であるC 厚い所で、約20cmとなるO しまりがなく、砂利が微量に混入しているO
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深鉢 (A217など)や浅鉢 (A241など)、皿 (A248など)などが多数出土している O

第10層は黒褐色土層である O 厚い所で、約10cmとなる O 砂利が混入している O 台付鉢(A281.A282など)

や浅鉢 (A287)の土器破片などが出土している O

第11層は黒褐色土層である O 部分的にレンズ状に入り、厚さは 4~ 5cmと薄く見られる O 第10層よ

りもやや黒色である O 土器破片が少量出土している O

第12層は黒褐色土層である O 厚い所で、約10cmあるが、北側でやや薄くなっている014層から浮き上

がった浮石が混入しているO 遺物は出土していない。

第13層は黒褐色土層である O 厚い所で、約35cmとなる014層由来の浮石が混入している O 深鉢の破片

(A295.A301など)や無地の浅鉢 (A304など)などが出土している O

第14層は厚い中撤浮石層であるO 遺物は出土していない。

(2) B区の層位(層位名はC区と共通)

第1層から第4層まではA区と同じである O

第5層は黒色土層である O 厚い所で、約10cmとなる O 粘性が無く、ややしまりがある O 深鉢や鉢の破

片などが少量出土している O

第6層は黒褐色土層である O 厚い所で、10cmとなる O 浮石が少量混入し、やや大粒のものも見られる O

遺物は南東側に集中して出土した。台付鉢 (B36)や徳利形の壷 (B66)などが出土しているO

第7層は黒褐色土層である O 厚い所で、約15cmとなる O ややしまりがある O 遺物は東壁に沿って深鉢

の大型の破片 (B71.B75)や赤彩された浅鉢 (B122)などがまとまって出土した。

第8層は土質によって3つに分層 (a~ c) された。各層ともに厚さは 4~ 6cm程と薄い。8a層はに

ぶい黄櫨色の砂層、 8b層は粘性・湿り気がある黒色土層、 8c層は黄褐色の浮石が少量混入した灰黄褐

色の砂層で、水の流れや地すべりによる自然堆積層と考えられた。8c層からごく少量の破片が出土し

た。

第 9 層は黒褐色土層である O 約10~20cmの厚さで、粘性や湿り気があり、浮石が少量混入している O

風倒木によって一部撹乱されているO 浅鉢 (B153)や赤彩の壷 (B156)などが出土しているO

第10層 ~13層は、 B 区にはない。

第14層は黒色土層である O 厚い所で、約30cmとなる O やや暗く、大粒の浮石が混入する O 南東側には

風倒木と考えられる痕が確認できるO 遺物は出土していない。

第15層は灰黄褐色土層であるO 厚さは約20cmで、薄くレンズ状にみられるO 風倒木と考えられる痕

が見られるO 深鉢や台付鉢などの破片が少量出土しているO

第16層は中撤浮石層であるO 遺物は出土していない。

(3) C区の層位(層位名はB区と共通)

C区は面積3mx6mで、 1994年に発掘調査した青森県立郷土館のC-2区トレンチ(旧トレンチ

と呼ぶ)と重複している O

第1層から第4層まではA区・ B区と同じであるO

第5層は黒色土層である O 厚い所で、は約10cmとなる O 大粒の浮石が混入している O 深鉢・鉢の小破

片などが出土している O 東壁近くでは撹乱を受けた部分が多い(撹乱層は 2層の一部として扱った)。

第6層は黒褐色土層である O 南東側へ行くほど厚く堆積し、約40cmもある O 粘性がなく、やや湿り

気があり、大粒の浮石が混入している O 深鉢 (C57.C60)や皿の破片 (C82)などが出土している O

第7層は黒褐色土層である O 安定した層でC区からB区全体に広がっている O 粘性や湿り気があり、

少量の浮石が混入している O 深鉢 (C99)、壷 (C121~ C126)や大型の台付鉢 (C110)の破片などが
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多数出土している。また、南側でア壇上面から掘ったと見られる土坑 lが検出され、内部から深鉢

(C247)などが発見された。平面的に発掘することができなかったので詳細は不明で、ある。

8屈はC区におよんでいないが、西壁付近で8層として取り上げられた遺物が若干ある。

9層は黒褐色土層である。南領1]に見られ、厚い所で約20CIllとなる O やや粘性があり、小磯や砂利

が議入している I日トレンチによる擾乱をまぬがれた部分(東壁の甫儲討近や甫壁付近)から

すると完形になるような一括の深鉢が出土した(C177.C181.C184など)が、そのなかに詰 C184のよ

うな三叉文をもつものが含まれている。そのほか、台村鉢 (C199.C208)や鉢 (C205)、浅鉢 (C213.

C217)、器 (C224)など多数の土器が出土している

は黒色土層である。東側にレンズ状に約 5 7 CIll薄く堆積するの台付鉢 (C234)や小破片が

しているO

:ま黒褐色土震である。 C区全体におよんでいるが、東壁近くで、は約30CIllの厚さがある。小磯・

砂利が議入しているC 土器の量iまあまり多くないにも関わ与ず、深鉢の大型媛片 (C23るなど)や注日

(C239---C241)が出土している

は暗褐色土層であるの厚い所で、約20CIllとなり、南東関にレンズ状に昆られる。第9---11層と

似た土質だが、他よりも色合いが明るく、粒も大きい。遺物はごく少量である。

は黒色土層であるの厚い所で、約30CIllとなるの粘性や湿り気があるの第11・12層よりも色合い

がやや暗いっ 深鉢の大型破片 (C243)や右文の鉢 (C244)など少量の遺物が出土している

はB区にないが、第13層と再ヒロJ詑性があるむ

は黒嵩色土層であるひ薄く見られるが、南東鵠でやや厚い所があるむ軍い序?で、結20CIllとなる

に由来すると考えられる大粒の浮石が混入しているG遺物は出土していな"'0

は中掠浮石層であるの遺物は出土していないの

D区の層{立

この謡査区は、もっとも遺物が出土した撞芭で、龍の区より縮かく分層されているひ屠全体が北側

から南関に向かつて傾斜しておち、高東慌が最も低くなっている。南舗に法第4響から第9署上誌に

る現代のゴミ穴が見られるO

1層と第2層は耕作土で、整地の盛土 ため南壁近くでは 1mをこす深さとなる

3層は褐灰色の慢である D 薄く堆積しているが、西側で くなる O 厚い所で、約20CIllとなる。

しまりがあるが、粘性は無く、粒が縮かいシルト質の層で、十和田b火山灰層と考えられている。撹

をうけた蔀分が多い。遺物の出土は認められない。

4層は黒褐色土層であるO 車い所で約20cmとなるが、高西鱒では薄くみられるひしまりや粘性は

なく、部に黄桂色や褐灰色の砂状のブロック(十和田b火山灰層)が混じる c 撹乱をうけた蔀分が

い。 深鉢や浅鉢の破片などが出土している

5層は黒褐色士!替であるO 厚さ 5~15cIllの厚さをもち南側から西側にかけて見られるが、粘性や

しまりがあり浮石が若干提入している。比較的新しい変形工字文の台付浅鉢 (D98)や工字文の鉢・

(D90.D93)会支出土:しているの会守主目されるひ

6層は黒褐急土層である。北関jに見られ、北へ行くほど軍く堆議しているび早さ約20cmとなる

粘性やしまりがあり、浮石や小擦が混入しているC 深鉢 (D133.D134)・壷 (D146)・謀、利形の壷 (D145)

などが出土している O

7層は黒褐色士!留である O 厚い所で約20CIllとなる。粘性・しまりがあり、小粒の浮石が混入して

いる O 鉢の大型破片 (D165)などが出土している。

8層;ま黒褐急土器である O 富関で辱く堆護し、約30cmの躍さがある C 深鉢 (D183)・台付鉢 (D215)・

3
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(D252.D253) .注口 (D259)などまとまった土器が出土しているじ

第9震は黒褐色土壇である。講話携に兎ちれ、車い訴で、長J30cmとなるc 孝占性やしまちが若干あるむ

大型の台付鉢破片山280など)や浅鉢 (D288)・盟 (D296)の破片など多数出土している

第10暑は黒色土審であるむ理い所で、約20cmとなり、西側に見られる5 浮石が少最混入するO 有文深

鉢 (D305)・血 (D345)・注口 (D360)など多数出土している。

第11層は黒色土層である。原い所で、約20cmとなり、南東側に見られるG 粘性やしまりがあり、浮石

が少量混入する O 深鉢(D364)や台付鉢(D403.D405)・浅鉢(D424.D430)・壷(D444)・諒利形の衰の451)

など大量の土器が出土している

第12暑は黒色土署であるむ南備に約20cmの恵さでしンズ状に堆積している c 粘性やしま与があり、

i手石が少量混入している令小型の深鉢 (D463.D487)・台首斡 (D491.D492)・浅鉢 (D493)・壷 (D499

~502) ・注口 (D511)など大量の土器が出土しているむ

第13層は黒色士屠でるる

型破井(D521など)

い所で、約10cmとな号、東開に薄くレンズ状に堆積している。深鉢の大

寸菜鉢(D529)・台付鉢(D547など)・台付皿(D555)・赤彩の大型宙(D日ア)・

(D562.D564)など、残りのよい土器が多く出土しているO

第14層は黒色土層である。東側に厚さ約15cmで、薄くレンズ状に堆積する。第11層とよく似る

(D574)などが出土しているが、出土量は少ない。

第15J言は黒諸色土暑で、思い所で、給30cmの草さをもっO 中掠浮石が混入している C 大型の右文涼鉢

(D575)、台付鉢 (D592.D595)、ほ;ま完形の大型j主日 (Dる12)などまとまった土器が出土している

第16震は中撮浮石層であるc 遺物は出土していない。

第5章出土品

l蹄縄文晩期の土器

今回の発掘調査では、多数の縄文晩期の土器と少数の後期の土器が出土した。後期の土器は、

少なししかも大部分が小破片であり(例外として 3個体の注日土器の大型破片がある)、各屠から

晩期の土器に伴って出土している。

に混入したものであるので、

器を取り上げるC

(日韓期土器の出土層位(第8

なわち後期の土器は、原{立壁を謀っているものはなく、晩期の

と関係なく一括して説明することにする。ここでは専ら晩期

晩期の土器は、各区の各層から大量に出土した。そこで¥層位的な検討ができる資料とするため、

ごとに層位別の出土土器を示すことにするO ただし、個体識別の能な口縁部を有する土器(余り

にも小さな破片は除いている)を中心に、特徴的な形・文様をもっ破片を取り上げた。全部で約1800

した。層ごとに並べる)I[民感は、深鉢・鉢・浅鉢・皿・蛮・注口である。この報告書のもっとも

な部分である C

紫地という毘語について

右にあげた壷①、¥1;'土、

わち、住部上手lま".わゆ

は縄文があり、壷@の体部下手に

は文議が施されるが、 いといってよいであろう

下半はいわゆる無文ということになるc しかし壷①の体部下半に

なく磨かれた滑沢な面となっている。この磨かれた面を無文と

よぶと、文様のないいわゆる無文との区別が難しくなる。文様を考えるとき、この磨かれた面(あまり

かれていないものも含めたい)の呼び名が欲しいものである包有文の部分に縄文があると、地支の縄文と

よぶことがある。無文の部分に縄文があると、

(あまり壌かれていないものも

はり地文は縄文であるということが込

)を「蕪地jの面とよんでみたいじ

12 -

こで、この

よると、無



地は「全体が一色で模様の

ないこと、またそのものJと

ある。「無地の布Jなどの使

い方をするという O 地文・

地紋は「①各種製作品の地

紋様。②布地に織り出した

模様Jとある。どうやら無

地は地文もない場合をさす

ようである。しかし、亀ヶ同

式土器の文様について考え

るときは、無地も地文に含

めて使用することにしたい。

有文・無文・地文、縄文地・
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無地の使い方は次のように

なる。

1)有文一具体的な文様である O 三叉文・羊歯状文・雲形文・工字文などをさす。

2)無文一具体的な文様が描かれていないことをさす。地文だけの部分も無文ということがある O

3)地文一いわゆる地の文様で、縄文地・条痕文地などをさすが、無地も含めることにする O そし

て①地文だけのものを無文と呼んだり、地文だけの部分を無文の部分とよぶことがある O また、②地

文の部分に文様を描く、というような使い方をすることがあるO たとえば縄文地に文様を描く、など

である O 磨消縄文の手法による雲形文の場合、地文が縄文地なのか無地なのかは難しい問題であるが、

ここでは縄文地とする O

無地は本来、地としての文様をもたないことをさすが、ここでは、上述したように地文の種類に含

めて考えることにするO 具体的には、磨かれた面・ナデ調整の面・ケズリ調整の面などをさすが、文

様との関係でいえば、磨かれた面の状態をさすことが多い。

(3)青森県立郷土館(以下、郷土館とする)の発掘資料の利用

青森県立郷土館が1994年に調査した旧トレンチ(福田・工藤1997)は、弘前大学調査のC区と完全

に重複したので、郷土館の発掘資料についても調査を行った(福田・工藤1997)0その結果、両者の

発掘資料が接合して完全な形に復元できたものもあった(C199)0本報告書に利用した郷土館の資料は、

「郷土館OJ(0は数字)という形で示したが、弘前大学の口縁部資料と接合し出土層位の分かるものは、

弘前大学の発掘品と同じ扱いをした。

本報告書で使用した郷土館 1~19の資料(図・区・層位は福田・工藤1997による)

図版番号.医.層位 7 図16-26.C2.V中 14 図19-54.C2.V中

1 図14-12.C2.V . V中 8 図16-29.C2.V下 15 図19-58.C2.V中

2 図14-13.C2.V中 9 図16-31.C2.V ・中/VI ! 16 図19-64.C2.V下

3 図14-14.C2.V 10 図17-34.C2.V中 I 17 図22-119.C2.V下

4 図14-17.C2.V 11 図17-42.C2.V上・中 i 18 図21-99.C2.V 

5 図15-21.C2.V中 12十|閃18-46.C2.V .上・~ 19 図17-44.C2.V上

6 図15-24.C2.V中 13 図18-51.C2.V上・中
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(4)晩期 1:器の器種分類(第57図)

晩期の土器は大量に出土した。桐体数でいうと約1900個出

土している O 亀ヶ岡式土器の器種は、深鉢・鉢・浅鉢・皿・査・

注口・香炉形などがあり、バラエティに富むのが特色であるが、

時期によってその組成や組成比などが異なる O ここで使用す

る器種という用語は、形・大きさ・容量・装飾などの違いに

よって、用途が異なっていると想定される上器の種類である

(佐原2002)0ここでは、生活の場での土器使用を考える基礎

的な材料のーっとして、器種の種類(組成)とその組成比を

明らかにしたい。

器種を大別する基準として、深鉢・鉢・浅鉢・皿・壷につ

いては長谷部丙人の「正方形九等分法」を用いたが、斐や高

杯の用語は使用せず、鉢を追加するなどの改変を行っているO

注目と香炉形は別の基準を設けた。その結果、今回の晩期士

器は、 ド記のように深鉢・鉢・浅鉢・皿・壷・注Uに分類することができた。深鉢・鉢・浅鉢・皿に

は台が付くものがあり、とくに鉢に多い。壷や注円には台はつかない。香炉形(体部と半に透かし文

様をもつもの)はなかった。なお、器i匂と U径の比や頚部径と体部最大径の比などは数字で示した。

分類の基準に用いた器高は身部の高さであって台部を含めていない。分類基準の数値に近いもの(中

間的なもの)には、分類が難しいものがあるが、全体的に見て、よりふさわしいと思われる器種の方

I~H AI 
l~I 

深鉢 鉢

| I I I I I I I 

I~ H~I JI IL 
l"¥J ~m ↓ |\l レ/|↓
浅鉢 皿

第57図 正方形九等分法による深

鉢・鉢・浅鉢・皿の分類

にあえて分類した。

①深鉢一身部の器高(台部を合めない)と円径の比が、約1.0以上のものO 台付が少量ある O

c?:鉢 一身部の器高(台部を含めない)と口径の比が、約112~1.0のものO 台付が多い。

③浅鉢 身部の器高(台部を含めない)と口径の比が、約113~112のものO 台付がある O

④皿 身部の器高(台部を含めない)と円径の比が、約113以下のもの。台付が少量ある O

⑤章 一頚部径と体部最大径の比が、約2/3以下のもの(ただし、約2/3以上のものでも壷に含めた

ものがある O 査の器形分類を参照のこと)。

⑥注U-1主U部をもつものO

(5) 深鉢について

深鉢の基本形は逆台形を縦長にした形で、器高と円径の比が、 l以上すなわち器高が口径より大き

いものを指す。

晩期の深鉢の器形は単純で、円頭部に屈曲などの変化が見られる程度である O また文様のあるもの

も少なしあっても口頭部に幅の狭い文様帯がめぐる程度で、幅の広い文様帯を持つものはない。

深鉢の個体数は1037点(うち郷土館資料は216点)である O 算定には個体が識別しやすい口縁部資

料(破片・完形品)を用いた。

1)深鉢の細別の基準(第58図)

深鉢は、全体の形を参考に口頚部の形状・文様の有無などを基準にして行い、 6類型に分類した。

なお底部を欠損する資料が多いため、台部の有無は分類の基準に使用しなかった。

分類の基準1 口頭部の形状

1. n頭部が弱く屈曲し、やや「く」の7・形に近いもの。
II. 口頭部が弱く屈曲し、円縁が短く外反気味となるものO

皿.U縁部が緩やかに内湾するものO

q
J
 

ρ
h
u
 



N. 円縁部が緩やかに立ち上がるもの。

分類の基準2ーいわゆる文様の有無で、

地文は合めない。

a.いわゆる有文のものO

b いわゆる無文のもの。

2)深鉢の細別の結果と特徴 (例は代表

的なものにとどめた) (第59~63図)

第1類 Oa)-4個体ある。口頭部が

弱く屈曲し、頭、部にいわゆる羊歯状丈や列

点文・短沈線Jにがめぐるものである。口縁

は装飾的な突起列などで飾られるものが目

立つ (D575など)。 体部は縄文地となる。

A183 . D575は体部の傾きなどから明らか

に台が付くものと推定される。例-D305 

など。

1類(Ia) 

4類 (IDb)

2類(Ib) 3類(II b) 

「寸

6類(IVb) 

露蚕議1

1

第58図 深鉢の細別模式図

第2類(1 b) -20個体ある O 円頭音15が弱く屈曲し、やや「く」の字形に近いものとなる。頚部は

無地で研磨されており、体部は縄文地となる。口縁は平縁が多いが、小波状口縁もある。すべて破片で、

全体形が分かるものはない。例-D324.C50など。

第3類 (IIb) -10個体ある。口頚部が弱く屑曲し、円縁が短く外反気味となるものである。体部

は縄文地のものが多いが、中には無地のものがある (D184)。すべて破片で、全体形が分かるものはない。

例-B4など。

第4類(皿 b) -787個体ある。もっとも数の多い類型で、深鉢の76%を山める o n縁i部が緩やか
に内湾するもので、 U縁から底部まで縄文地となるが、'11には無地のものがある (A51など)。 日縁は

平縁のもの (D134など)・小波状円縁のもの (D133など)・平縁と小波状口縁が組み合うもの (D364

など)などがある。口縁端部は、面取りしたように阿角張るもの (D183など)・丸みを帯びるもの (Dl34

など)・内側を斜めに削ぎ取ったように三角形に尖り、内側が肥厚するもの (A34など)がある。例一

Dl34.D364など。

第5類 (Na) -1個体ある (C184)0 日縁部が緩やかに立ち上がり、口縁部にさ叉文がめぐるも

のである。体部は縄文地となる。

第6類 (Nb) -171個体ある o n縁部が緩やかに立ち上がるものであるが、やや開き気味のもの
もある o 円縁から底部まで縄文地となるものが多いが、中には無地のもの (C247など)もある。円縁

端部は、面取りしたように四角張るもの (D534.C182など)と丸みを帯びるもの (C99など)がある。

また、中には円縁に 1条の沈線がめぐるものがある (郷土館17)。

その他一第1類から第6類に叶てはまらない円縁部の小破片を一括した。全体の形を推測できるも

のはない。 三叉状の文様や磨消縄文などがある (A81.D212~ D214など)。 頚部が緩やかに屈曲し、口

縁から体部にかけて縄文地のみのもの (D589) などがある O
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A34 (6層)

C184 (9層) 0 

第62図 深鉢第4・5類
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第4類

第5類

10cm 
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第6類

郷土館17(C-2， V下)

第7類

C99 (7層)
O 10cm 
ド『四F

第63図 深鉢第6・7類

3)深鉢のまとめ

①深鉢の大きな特色は、形が単純で、

文様や突起など装飾が少ないことである

が、大きさには変化が見られるO 器高 (台 1" 
45.0 

'-
部を除く )とU径が分かるもの (たとえ 1 

乙.

ば完形品など)18個体を利用して、その平

均的な器高(台部を除く )とU径の比を

求めると 9対 7となる (第64図)。 これに

よって円径しか分からないものの器高を ~J 
算出すると、最も大きなものは口径44.0c皿、 fて9'"

推定器山57.2cmとなる (A301、半jまであ

ろう)。 最も小さいものは口径8.0cm、器高

約7.4cmで、ある (D487、平底の部分が剥が

れたもので、完形に近い)。 その芹:は大き

い。そこで深鉢の大きさを見るため、復

元可能な74個体の口径を調べると、 円径
o一m也

第64図 深鉢の器高と口径の比
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が24.0cm~ 30.0cmに集中し、大型品が多い

ことが分る O しかし、口径が30.0cmを超え

るものは少ない(第65凶)。

②文様を持つものは第 l類と第5類の

みで数が少ないc ほとんどすべての深鉢

が縄文地だけのものといってもよい。文

様は羊歯状丈や列点文・短沈線文がめぐ

るもの(第 l類)と三叉文がめぐるもの(第

5類)がある O 文様から単純に山内編年

にあわせれば、三叉文は大洞 B式に、羊

歯状文は大洞 C1式に同定したいところで

あるが、層位的に問題があり、所属時期

については共伴した他の器種の在り方も

個体数

30 r 
25 

20 

15 

10 

5 

O 

幸子

20 

5
m
以
上
叩
叩
未
満

10 15 20 25 30 35 40 口径cm cm cm cm cm cm cm 
以 以 以 以 以 以 以
上 上 上 上 上 上 上
15 20 25 30 35 40 45 
cm cm cm cm cm cm cm 
未 未

未満 未満 未満 未満
未

満 満 満

第65図 深鉢の口径の分布

検討することが必要で、あろう O

③杉沢遺跡の深鉢の地文は縄文が大部分で、無地は少ない。ただし、縄文地のものでも口縁部など

が部分的に研磨され、その部分だけが無地となっているものがある O 条痕文は体部破片に少数見られ

る(写真8参照)。

縄文地の縄文原体は、圧倒的に単節 LR が多く全体の約 7~8 割となり、次いで単節 RL、無節 L

の順となる。中には撚り戻しによって無節となるもの (A217)や付加条縄文も見られた。しかし、ど

んな原体か分らないものもある O

④深鉢の口縁にも若干の違いが見られる O 大別すると、(1)平縁のもの (C181.B73など)、 (2)刻み目

などにより小波状口縁となるもの (D324.D133など)、 (3)平縁の部分と小波状の部分が交瓦にある口縁

となるもの (D364など)、(4)装飾的な彫り込みによって小波状口縁となるもの (D575)の4種類となる O

破片では(1)と(3)、(2)と(3)の区別が難しいことがある O 大型破片、完形品に近いもので見る限り、(1)が

多く、次いで(2)となる o (4)は第 1類のうち口頭部に羊歯状文が施文されるものに限られる O

なお、突起が肩部に付くものがあるが、ほほ第 l類に限定されるO

⑤口縁部から底部まで残る完形品あるいは完形に近い深鉢はすべて平底であり、深鉢の底部が基本的

に平底であることが分かる。しかし、器形の傾きなどから台付と判断されるものがあり、それはすべて

口頭部に文様を有する第1類に限定される可能性が高い。しかし、底部や台部の破片では、深鉢と鉢と

の区別が困難で、、より大きいものが深鉢、より小さいものが鉢であろうと推定されるのみである。

⑥割れ目に近い部分に径6皿程度の孔をあけた深鉢の破片が6個体ある O 中には割れ目を境に2個

1対となるものもある O 土器が破損した際、割れ日の両側に孔をあけ、紐などで緊縛し、補修したも

のと考えられる O ただし紐などで補修した深鉢は、補修した部位によっては、火にかけることが難し

いので、専らものの保存・収納に使用されたのかもしれない。

⑦深鉢の主な用途は、形態や使用痕跡から煮沸であることが分るが、大型品のなかには炭化物の付

着や火を受けた痕が見られないもの (D364など)があり、煮沸以外の用途を示すものと考えられる O

おそらく貯蔵容器であろう O

使用痕跡のうち顕著なものは、 (a)底部付近が三次加熱を受け樟~赤化しているもの、 (b)底部付近が

二次加熱を受け樟~赤化し、かつ内外面に炭化物が付着しているもの、 (c)内面に赤色顔料が付着して

いるものなどである O

(a)は食物を調理するための煮沸や木の実のアク抜きなどの加工のための煮沸などによると思われ

る。大型品は(a)の痕跡を持つが、 (b)の痕跡を持つものは少ないので、大型品は木の実などのアク抜き

nu 

円

i



に使われ、澱粉質の食物を調理することは少なかったかもしれない。

(b)は澱粉質の食物を調理するために煮沸した結果と思われる。内面に付着した炭化物は、いわゆる

お焦げで、内部の底|面よりも上の部分にしばしばリング状の痕跡を示すことが多い。外面の付着は吹

きこぼれたものが炭化したものである。深鉢は文様のあるものが少ないが、文様を有するものであっ

ても、文様のないものと同じように(b)の痕跡を持つ。

(c)は赤色顔料を製作する時に、原料の酸化鉄などを石皿で砕いた粉末を深鉢に入れ撹排 ・沈澱させ

るため、すなわち水簸に使用したことによると思われる (児玉2005)。水簸に用いられた痕跡を持つ

深鉢は、すべて小破片であるが、少なくとも 5個体ある。また、杉沢遺跡内でも赤色顔料が約400g 

検出されている。

⑧なお、文様などで明らかに後期に含まれる深鉢は、後期の土器としてここでは除外しているが、

無文のものについてはli別が難しいので、若干、後期のものが含まれている可能性が高い。

(6)鉢について

鉢の基本形は逆台形で、身部の器高 (台音ISを除く)と円径の比が1対1から 1対2、すなわち器高

と円径がほぼ同じくらいのものから器l匂がυ径の2分の lとなるものまでを含む。簡単にいえば、深
鉢と浅鉢の中間ほどの高さをもつものということになる。

鉢の個体数は414点(うち郷土館資料は53点)である。個体数の算出は個体が識別しやすい日縁部

資料(破片・完形品)を用いた。晩期の鉢の基本形は比較的単純であるが、口頭部の屈曲などに変化

が見られる。また口頭部や肩部に幅の狭い文様帯をもつもの、体部上半に幅の広い文様帝をもつもの

も多くある oU頭部がーー周して残っている破片の日や頚部には縦長の小突起が付いているものが多い。

また底部付近が残っている資料を見ると、台をもつものが川倒的に多い。

1)鉢の細別の基準(第66図)

鉢の細別(器形分類)は、全体の形が分るもの・推定できるものを中心に、全体の形を参考にしな

がら口頭部の形状・文様の有無・施文部の位置などを基準にして行った。全部で14類型あるが、中間

にくるようなものも多数あり、分類は難しかった。また底部を欠損する資料が多いため、台部の有無

は分類の基準に使用しなかった。

分類の基準(1)-U頚部の形状

1.口頭部が屈曲し、やや幅の広い口縁部が外反するもの。

Il. U頭部が屈曲し、ややl隔の広い口縁部が外反するもので、明確な頭部を形成するもの。

皿.口頭部が屈曲し、口縁部が短く外反するもの。

IV. U頚部が屈曲し、口縁部が外反するもの。

v.口頭部が屈曲し、口縁部が矩く立ち上がるものO

VI. 口縁部がゆるやかに内湾するもの。

分類の基準(2)一文様の有無・施文部の位置

a.体部上半に幅の広い文様帯がめぐる もの。

b. 日縁部に幅の狭い文様帯がめぐるもの。

c. 口縁部にi隔の狭い文様帯がめぐり、体部に幅の広い文様帯がめぐるものO

d. 幅の広いn縁部に文様がめぐるもの。
e. U頚部に|隔の狭い文棟帯がめぐるもの。

f.口頭部・肩に幅の狭い文様帯がめぐるもの。

g. 口頭部・肩に幅の狭い文様帯がめぐり、体部全体に文様があるものO

h.頚部に沈線がめぐるもの。

旬
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可
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1類(Ia) 

6類(Id) 

よど
11類 (VIb)

2類 (Va)

7類 (nh) 

12類 (VIC)

3類(田i)

8類(Ig) 

13類(Ij) 

4類(IVe) 5類(IVf)

d
u
 

9類(If) 

手号
14類

第66図鉢の細別分類模式図

1. 日に幅の狭い文様帯がめぐるもの。

J .肩に平行沈線がめぐり、無地のもの。

2 )鉢の細別の結果と特徴(例は代表的なものにとどめた)(第68~71図)

第1類 (1a) -16個体ある。υ頭部が屈曲し、やや幅の広い口縁部が外反するものである。体部

上半に幅の広い文様帯があり、雲形文が配される O 肩の上段の部分に刺突文がならぶ。しかし小破片

しかないため、全体の形・文様構成は不明であるが、台付と推定される O 例-B46.ClOOなど。

第2類 (Va) -36個体ある o n罫i部が屈曲し、日縁部が短く立ち上がるものであるが、なかには
屈曲が剥く、口頚部がやや内湾気味になるものがある (A224.D405など)。 体部上半に幅の広い文様帯

がめぐり、磨消縄文による雲形文が展開する。第1類と異なるのは、 l隔の広い文様帯の上ーに幅の狭い

列点文・羊歯状文による文様帝がめぐることである。肩には突起が1個配置されるものがある O 体部

ド半は、無文で地文は縄文地のものが多いが、研磨された無地のものもある。なお、全体形の分るも

のや器形の傾きなどから第2類はすべて台付と考えられる。タ!J- B36.D403など。

第3類(lIIi)-ll個体ある O υ頚部が屈曲し、日縁部が短く外反するものである。肩にある幅の
狭い文様帯に列点文や平行沈線がめぐる。全体形の分るものや器形の傾きなどから第3類はすべて台

付と考えられる。例一 D165.D547など。

第4類 (Ne) -3個体ある。は頚音15が屈曲し、 U縁部が外反するものである。口頭部に幅の狭い

文様帯がめぐる。全体形の分るものや器形の傾きなどから第4類はすべて台付と考えられる O 例-

Bl12.C234.D591o 

第5類 (Nf) -22桐体ある。口頭部が屈曲し、日縁部が外反するものである。口頭部・肩に幅の

狭い文様帯がめぐり、列点文や羊商状文が施文される。肩に突起が1個配置されるものがある。全体

形の分るものや器形の傾きなどから第5類はすべて台付と考えられる O 例-A151.CllOなど。

第6類(1 d) -1個体ある (D590)0 U頭部が屈曲し、やや幅の広い日縁部が外反するものであるO

幅の広いU縁部にいわゆる千三叉文がめぐる。体部.1.，端にも文様があるが、いわゆる文様帯は形成され

q
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ない。

第7類(lIh)-1個体ある (C208)0 U頚部が屈曲し、やや幅の広いu縁部が外反するもので、
明確な頭部を形成し、そこに沈線が一条めぐっている。肩に突起が1個付く。台付である O 広口の査

の形態に類似する。

第8類(1g) -1個体ある(郷土館9)0 口頚部が屈曲し、やや幅の広いn縁部が外反するもの
である。口頭部・肩に幅の狭い文様帯がめぐる。体部は、亨IJ点文を挟んだ縦方向の沈線で区画され、

その内部に磨消縄文の手法によって一種の雲形文(四葉文的)が表現される O

第9類(1f)-2個体ある o U頚部が屈曲し、やや幅の広い口縁部が外反するものである O 口頭部・

肩にl隔の狭い文様帯がめぐる O 第8類と似るが、体部は無文で縄文地である。例-A281.C194o 

第10類 (Vi) -171個体ある。円頭部が屈曲し、口縁部が短く立ち上がるものである O やや肩が

張る器形である。日の幅の狭い文様帯に列点文や干:歯状文がめぐる O 肩には突起が配されるものが多

い。例-C109.D215など。

第11類 (VIb) -108個体ある O 口縁部がゆるやかに内汚するものである O 日縁部に幅の狭い文様

帝があり、列点文・羊歯状文がめぐる。体部は無文で縄文地のものが多いが無地のもの (C113など)

もある O 例-C199.D415など。

第12類 (VIc) -4個体ある。口縁部がゆるやかに内湾するもので、口縁部に幅の狭い文様帯が、

体部に幅の広い文様帯がめぐる。小破片のため、体部の文様構成は不明である O 例 C244.A105など。

第l3類(1j) -1個体ある (A89)0 口頭部が屈曲し、やや幅の広いU縁部が外反するもので肩に

平行沈線がめぐり、体部は無文(無地)である。他のものに比べ小型である。

第14類-14個体ある。分類の基準とは関係なく、口頭部に平行沈線や横長の長楕円形の浮文をもつ

ものを集めた。大洞 C2~A式土器の特徴をもつものである。例 C19.D90など。

その他 23個体ある。第 1 類~14類に当てはまらない小破片を一括した。

3)鉢の文様

鉢の細分(器形分類)の基準のところでも述べたように、大部分の鉢の頭部や肩部には幅の狭い文

様帯がめぐる。なかには口縁部に文様があるものも少数ある。また第1・2類のように、体部の幅の

広い文様帯に雲形文などが表現されるものもある。

①頭部や肩部の文様

この部分の文様帯は幅が狭いもので、ほとんどのものに見ら

れる。いわゆる羊歯状文や列点文・/字文・短沈線文などが見

られる O 羊歯状文は整然としたもの (D122.C244など)とくず

れたもの (D492.C205など)とがある。ところどころに空間を

はさむ列点文も羊歯状文のくずれであろう (D537.D334など)。

また平歯状文は右上がりのものが多いが (D422.C244など)、左

kがりも見られる (C110)。

②体部の雲形文

文様の構成・描き方の手順を観察するために、 [x:画文・配置
丈という考え方(藤沼1983・1989) を用いた。区画文で割りつ

けられた文様帯に充填文を理めると、おのずと単位雲形文が成

立する O また配置文を配置した文様帯に充填文を理めると、お

のずと連続雲形文が出来上がる O 区両文や配置丈は、弧線を用

いた点対称的な文様で、簡単なl次|形のものが多く、それぞれ3

大別することができた(第67図)。第 8類の体部文様は・種の

つ
J
巧
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三玉三:区画文1 51 

区画文2 示Z
区画文3日
配置文1 6可~9 

G3 2~ 配誼文2

配置文3 q了、手当

第67図鉢の区画文・配置文



第1類

第2類

¥B36 (6層)

es-ーフ ζ一号
配置文2

、忌6〆

』 う
配置文3

ぐ 勺77(6層)
ピミ六百
区画文1

拓本・展開模式図の縮尺は不同である。

展開模式図

C105の拓本

C105 (7層)
o 10cm 
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第68図 鉢第1・2類
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第11類

〉

C205 (9層)

盤 整率藍
口縁部の文様模式図

C199 (9層)

第12類

C区1層・郷土館8 (C-2，V下)

玄豆諸ζ芝養三三
口縁部の文様模式図

第14類

表歪豪髪室蓋豪雪
口縁部の文様模式図

円
U

第71図 鉢第11~14類

単位雲形文としたが、縦の沈綜を区画文とすべきか、あるいは点対称的な弧線の組み合わせを区画文

とよぶべきかは難しい。

③地文

有文のものにも無文のものにも地文がある。地文の多くは縄文地で無地は少ない (八89.Cl13など)。

縄文の種類は、単節LRが圧倒的に多く、次いで単節Rしとなるが、無節縄文 ・結節目転文などもご

く少量見られる。

4)鉢のまとめ

①鉢の器形は、基本形がlj'i.純であるにもかかわらず、口頭部の形態に微妙な変化が多い。底部を観

察すると平成と台付があるが、個体数の少ない第8・13類、新しい要素をもっ第14類を除くと、殆ど

の鉢が台付であるといってよいであろう 。

②大きさは、台部がイJいているものでは、器高(台部を含む)が7cm (C113)から33cm(C110.推定器高)

まであるが、10cmから15cmあたりのものが多い。もっとも小さいのは平底の第13類である。
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①大小にかかわらず内外面に炭化物が付着しているものが大部分である。また文様の有無にかかわ

らず内外出に炭化物が付請している。ただし全面に文様をもっ第8類と小型の第13類には炭化物が付

着していない。この2個体はともに平底である。また台部の破片を観察すると二次加熱をうけ樟~赤

化しているものが多い。

こうして見ると、鉢は向付鉢が大部分を，fjめ、大きさや文様の有無にかかわらず、澱粉質の食物の

煮炊きに使用されていることが分る。とくに大きさは中型・小型のものが多い。こうした傾向は同時

期の三沢rJj野口貝塚や十手11山市明戸遺跡、でも同じであるが、晩期後半に引き継がれてゆく要素でもあ

る(工藤2002、藤沼・高川ほか2005)。これらは調理や食事形態の実態にかかわることであるが、 H

体的な状況はあまりみえて米ない。

④大部分の鉢の頭部や肩部には|悩の狭い文様帝があり、いわゆる羊歯状文や列点文・ノ字文・短沈

線丈などが見られる。例外に近いが円縁部に三又文をもつものがあるO

体部の幅広の文様帯には磨消縄文による雲形文が描かれるO 描く手順などを考えると、査や浅鉢・

皿などにみられる雲形文と共通する内容となっている。

⑤二叉文・羊捕状文・雲形文などを型式学的に考慮すれば、鉢は、第6類・ 4類。第5類'8類・10類・

11類・12類。第2頬の順に変遷しそうであるが、屑位的には入り混じって出土しており、簡単で、はない。

これらは、理式差でない可能性が強い。

⑥円縁部の内側にアルフアルトが固く付着している破片と底部に漆塊が付若したほぽ完形(台部が

欠損している)の鉢がある。ともに鉢が保存容器として用いられた例であるO 漆を入れたものは、内

外面に炭化物が付着しており、煮沸容器を転用したものであることが分るが、炭化物が付着したまま

利川しているのが不思議で、ある。

(7) 浅鉢について

浅鉢の基本形は、逆台形であり、円径と器高 (台部を除く )の割合が3分の l以上2分の l以下と

なるものである。鉢と皿の聞に位置する器形であるが、機能的には皿に近い。大きさにバラツキがあ

るが、全体的に装飾的であるO

浅鉢は、 U縁部をゐーする完形品および破片で算出すると、 167個体である (うち郷土館発掘20個体で

ある)。

1 )浅鉢の細別の基準 (第72凶)

浅鉢は、全体形が推定できるものを中心に、口縁部の傾きなどの全体形・日縁部の形態・文様の種

類に注目して行い、13類型に細別した。

分類の基準(1)一口縁部の傾きなどの全体形

A. r1縁部が緩やかに内湾し、体部に膨らみがあるもの。

B. 口縁部が外側に聞き、体部に膨らみがあるもの。

c.口縁部が大きく外側に聞き、体部がlfl:線的なもの。

D. 口縁部が緩やかに屈曲し外側に聞くもの。体部に膨らみがある。

E. U縁部が¥fち Lがり、体部に膨らみがあるもの。

F. 円縁部が屈曲してから立ち上がり、肩が丸みを持ち、張るもの。

G. 口縁部がすーち上がり、体部は直線的で、あるもの。

H. 口縁部が「く jの字に屈曲し、体部に膨らみがあるもの。

1.日縁部が外側に聞くもの。
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第72図 浅鉢の細別模式図

8類 (Ea ⑥) 

¥¥¥)/〆/
\~一 一_ .~

1 2類 (Fa ④) 

に-~/

分類の基準(2)一口縁部の形態

a. 半縁のもの。なかには突起がつくものもある O

b. 平縁であり、 U蒋部に装飾的な彫り込みが施されるもの。

C. 刻み目があり、小波状になっているものO

d.波状口縁のもの。

分類の基準(3)一文様の種類

①.口縁部に平行沈線がめぐり、体部文様帯に、磨消縄文による雲形文が施されるもの。n縁部
の平行沈線には刺突を伴うものと、伴わないものとがあるO

②.日縁部に平行沈線がめぐり、無地の体部に浮彫的手法による雲形文が施されるもの。

③.U縁部に 1条あるいは2条以上の平行沈線が施され、体部に文様がないもの。

④ 円縁部から底部にかけて無文のもの(いわゆる文様のないもの)。

⑤.U頭部にいわゆる羊歯状文が施され、体部は無文のもの。

⑥.口縁部に平行沈線に伴う列点が施され、体部は無文のもの。

⑦.肩部に羊歯状文が施され、体部上半に雲形文が施されるもの。

⑧.肩部にいわゆる変形1:字文が施されるもの。
⑨.体部上半にいわゆる工字文が施されるもの。

2)浅鉢の細別の結果と特散(例は代表的なものにとどめた)(第75~84図)

第 1類 (Aa①) -82個体ある。円縁音15が緩やかに内湾し、体部に膨らみがある。口縁部は平縁で、

なかには突起が配胃されるものもある (D339)ou縁部には平行沈線がめぐり、体部丈様帯に磨消縄

文による雲形文が施されている。口縁部の平行沈線に刺突が伴うものと、伴わないものがあるが、前

者が多い。底部は円形にやや窪んだ上げ底である。また、丸底の部分まで雲形文が施文されたものが

1点ある (D423)0 例-Bl53.D424など。

第2類 (Aa②) -7個体ある。円縁音15が内湾し、体部に膨らみがある o U縁部は平縁で、なかに

は突起が配置されるものがある。口縁部には平行沈線がめぐり、丁寧に磨かれた無地の体部に、浮彫
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的手法によって雲形文が施されている o 7個体中6個体が赤彩されている D 例-B122.B126.B130など。

第3類 (Aa ③) -34個体あるO 口縁部が内湾し、体部に膨らみがあるO 例外的に、口縁部が外側

に開くものも含めているO 平縁であり、なかには突起が配置されるものもあるO 口縁部に平行沈線が

めぐり、体部は無地で丁寧に磨かれているものであるO 底部は円形にやや窪んだ上げ底が多い。平底

で細い沈線で円を描いたものが1点ある (A243)0なお34個体中13個体が赤彩されているO 例-A28. 

D430.D435など。

第4類 (Aa (i;) -24個体ある O 口縁部が内湾し、体部に膨らみがある O 平縁である O 口縁部から

底部まで文様がなく、無地であるO 底部は平底と丸底があるO 磨かれているが、どれも 3類ほど丁寧

ではない。赤彩は小型のものに 1点ある (C215)0小型品が含まれているのが特徴であるO 例-C217. 

D5520 

第5類 (Ba ③) -2個体ある O 口縁部が外側に聞き、体部に膨らみがある O 平縁である O 口縁部

には平行沈線がめぐり、体部は無地で丁寧に磨かれているO 底部に内側が窪んだ4ヶの癌状脚を持つD

赤彩されているO 例-D436.D4940 

第6類 (Cb ①) -4個体ある O 口縁部が大きく外側に聞き、体部が直線的に外傾する O 平縁であ

り、口唇部に装飾的な彫り込みが施されているO 口縁部に平行沈線がめぐり、刺突が加えられている

ものもある O 体部には磨消縄文による雲形文が施されている O 区画文で形成された単位雲形文である O

底部は円で固まれた平底であるO 口径約40cmの大型のものが1点ある(郷土館12)0他のものは破片

であるが、口径が16cmから30cm位のものであると推定されるO 例-A129.D241など。

第7類 (Dc (]:;) -1個体ある (D603)0口縁部が緩やかに屈曲し、外側に開くもので、体部に膨

らみがあるO 口唇部に刻み目があり、小波状になっているO 口頚部にはいわゆる羊歯状文が施され、

光沢を持つ。体部は文様が無く、縄文地である O 底部は上げ底気味の平底である O

第8類 (Ea ⑥) -1個体ある (C214)0体部から口縁部にかけて立ち上がり、体部に膨らみがある O

平縁であり、口縁部には平行沈線に伴う列点が施されているO 体部の無地の部分は、磨かれて光沢を

持つ。底部は欠損しているが、平底と推定した。

第9類 (Fa ⑦) -1個体ある (C213)0口縁部が屈曲してから立ち上がり、肩が丸みを持ち、張る O

平縁であり、突起が配置されているO 肩部の文様帝には羊歯状文が施され、突起を持つ。体部上半に

区画文による単位雲形文が施され、体部下半は縄文地であるO 平底であるO

第10類 (Ga ③) -1個体ある (D26)0口縁部が立ち上がり、体部が直線的なものである O 平縁で、

突起が配置されているO 口頚部の平行沈線聞が磨かれ、無地となっているC 体部は縄文地であるO 底

部は欠損しているが、平底であると推定した。

第11類 (Hd ⑧) -1個体ある (D98)0口縁部が「く」の字に屈曲し、体部に膨らみがあるO 波状

口縁であり、口縁部は磨かれて無地である O 肩部の文様帝に変形工字文が施されている O 体部下半は

縄文地である O 台部がつく O 赤彩されている O

第12類 (Fa ④) -1個体ある (D92)0口縁部が屈曲してから立ち上がり、肩が丸みを持ち、張るO

平縁である O 口縁部から底部まで、文様が無く、無地である O 底部は欠損しているが、平底であると

推定した。

第13類 (1a ⑨) -4個体ある O 体部が外側に広がり、口縁部が立ち上がる O 平縁である O 体部上

半にいわゆる工字文が施されている O 全て底部が欠損しているが、 D93は平底、 A125は台付であろう O

その他-4個体ある O 以上の分類に当てはまらないものや、小破片のため全体形が推測できないも

のである O

3 )浅鉢の文様(構成・描く手}II買)

浅鉢は体部に幅の広い文様帝を持つものが多い。幅の広い文様帝には流麗な雲形文がふさわし
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い。そのため区画文や配置文 (藤沼1983・

1989)を利用し、充填文を加えて、それぞ

れ単位雲形文や連続雲形文を生み出してい

る。区画文と配置文は同じ程度に利用され

ている。このことについては器形や層位で

比較して見てもあまり変わらないc

次に幅の広い文様帯に施文された雲形文

を描く手順を示す区画文・配置文の種類を

あげてみよう。

区画文は、第73図に示したように、 4種

類(区画文①~④)ある。配置文は7種類(配

置文①~⑦)ある。配置文③ ・⑦は基本形

は簡単な図形であるが、それに部分的に変

化させて、いかにも複雑であるかのように

見せている。雲形文を描く手順については、

代表的な文様 (浅鉢)ごとに、模式図を用

いて解説しである (第75~83図)。

4)浅鉢のまとめ

①l浅鉢の製作方法について一浅鉢は文様

やミガキによって装飾されているため、成

形時の粘土紐積み上げ痕などはみることは

できない。また、割れ面(破損面)が器面

に対し垂直に近い角度で割れるものが多い

が、これは器壁が薄いためであろう O 深鉢

などとはちがって、浅鉢は粘土紐接合面で

剥離しているものはきわめて少ない。

~ì支鉢の用途一浅鉢の内外面に煮こぼれなどによる炭化物が付着しているものはない。 また底部な

どにふ次的な加熱をうけた痕跡を示すものもない。浅鉢は食物を煮炊きすることに使用されていない

ことは明白である O 口が大きく底が浅い特徴は皿と同じであり、皿と同じように食べ物を盛りつける

食器であったことが推定される。装飾されているものが多いのも食器であったからであろう。

③浅鉢は口径が5cm~20cmに集中する (第74図)。 最大のものは口径38.7cm (郷土館12)、次に大き

いものは口径26.0cm(Bl53)である。この二つは例外的な大きさといってよいであろう。次はず、っ と

小さくなって口径21.0cmとなる (A154)0 最小のものは口径5.4cm(D437)である O 大型品は大勢の分

の食物を盛り付け、それ以外のものは各個人が食物を取り分ける食器として用いられたのであろう。

④赤彩された痕跡をもっ浅鉢は、 167個体のうち23個体で、全浅鉢の約14%にあたる。その痕跡は浅

鉢の内外面に及ぶものが多いので、当時は外面も内面も亦く塗られていたことが分る。しかし、小さ

な破片を接合して復元した浅鉢をみると、一個の土器であるにもかかわらず、口縁部・体部上部・体

部下部・底部・内面・外面など部分部分によって赤彩痕跡の残存状況が異なっているものがある。ま

た一つの破片であっても、赤色顔料がよく残っている部分・点々と粒状に残存している部分・かすか

にしか残っていない部分・まったく残っていない部分などがあることが観察される。このような残存

状況の違いは、この土器が廃棄された後の条件で生じたものであろう O こうした例は、赤彩された土

器であっても、完形品に近いものや大型破片であれば、どこかに顔料の痕跡を残す確率が高いが、小

~.X l にミ \《、与~ブコ
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可と

(拓本と展開図トレースは縮尺不同)

第75図 浅鉢第 1類

10cm 

配置文の描き方

a 

〆三¥C字のモチーフを
施す。

付加的要素を施す。

①配置文を2単位配置し、充填文と

しての役割をする配置文を 1単位施す。

②充填文。

③配置文と充填文を組み合わせたもの。

イ

文様の展開拓本図

③ 

円

4
0
0
 



第 1類

区画文模式図

①Z形の区画文を 3単位施す。

③区画文と充填文を組み合わせたもの。

②充填文。

;〈(11層)

底部から見た図

第76図 浅鉢第1類

つdoo 



第 1類

o 10cm -ー ， r-'"一「寸=r=-十斗

配置文の描き方

a 

eb 

①配置文を 3単位施す。

②充填文。

施す。

付加的要素を

施す。

③配置文と充填文を組み合わせたもの。

第77図 浅鉢第1類

-84 -
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第1類

o 10cm 
』ー→一一十_:;~-=::;---rー噌ー~ーーす 一日

区画文の描き方

a 
横S字の

モチーフを

施す。

b 付加的文様

を施す。

n 

①区画文を 2単位配置する。

②充填文。

③区画文と充填文を組み合わせたもの。

第78図 浅鉢第 1類

ロリ0
0
 



第1類

C
 

区画文の模式図

区画文の形は微妙に変化しているが、

これが.区画文の基本形だと思われる。

8153 (9層)

配置文の描き方

①配置文を 2単位施す。

②充填文。

③配置文と充填文を組み合わせたもの。

第79図 浅鉢第 1類
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第 1類

/¥  
~一一一一\\

のモチーフ

す。

付加的文様を

施す。

①配置文を点対称に4単位施す。

②充填文。

③配置文と充填文を組み合わせたもの。

0428 (11層)

第80図 浅鉢第1類
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第 1類

a 

b 

①区画文を 2単位施す。

②充填文。

横 S字のモチーフを

施す。

付加的要素を

施す。

③区画文と充献を組み合わせたもの。 ¥ / ① 

② 九づ/ 、1Y ③ 

第81図 浅鉢第 1類
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第 1類

郷土館10(C-2， V中)

o 10cm 
? ~一γ一「一γ← 1 --ーーー→--<

配置文の模式図

①配置文を 2単位施す。

②充填文。

③区画文と充填文を組み合わせたもの。

第2類

第82図 浅鉢第 1・2類
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第3類

に工二ア マ「J層位不明
第4類

0430 (11層)

¥」ノ
C217 (9層)

第6類 0436 (11層)

区画文の描き方

a 

b 
付加的要素を

施す。

第83図 浅鉢第3-6類

-90一

C215 (9層) 0437 (11層)

でつノ

郷土館12
(C-2，V上，V，V中 C区6層)

10cm 
f T 守 一↑



第8類

ふ
C214 (9層)

モ
0603 (15層)

第9類

第13類

モ玉三雲~
Tで--:f
093 (5層)

ノ
092 (5層)

C213 (9層)

第12類

第11類

浅鉢第7-13類第84図

098 (5層)

型の破片であればその痕跡が消えてしまうものがあることを教えてくれる O

⑤浅鉢のなかには、赤彩の顔料とは少し違う感じの付着物がある O 面的に観察されるものもあり

塗布したものであることは間違いない。しかし赤色顔料ほど明瞭ではない。赤色顔料の色調は赤

(Hue7.5R4/8' HuelOR4/8' HuelOR5/8)を基本とするが、これらの色調はにぶい亦褐 (Hue2.5YR5/3・

HuelOR4/6)、浅黄棺 (Hue7.5YR8/4)、黄樟 (Hue7.5YR8/8)、極暗赤褐 (Hue2.5YR2/3)などである(r新
版標準士色帖1988年版jを利用)。この付着物も漆そのものか漆に混ぜ合わせた顔料の痕跡であろう O

肉眼で塗料の有無や種類、を観察するのは不可能に近い。

⑥補修孔がある浅鉢の体部破片が1点ある O 補修孔の断面は臼形で、 I両面から孔を開けたことを示

している O またU縁部破片 (D292と|司ー破片)の破損面に修理のためのアスフアルトが付いているも

のがある O

⑦胎士に海綿(状)骨針が混入しているものがある O 混入している量に多い少ないはあるものの、

かなりのものに混入しているようである O 土器製作の粘土の産出地が問題になるであろう O

⑧浅鉢の所属年代について大まかに、文様や出上屑位や出土状~}Cから検討してみよう O もっとも新

しいのは第11類で、大洞正式で、ある O 第13類は大洞 A式である O 第10類は大洞 C2式で、あろう O 第12

類も大洞 C2式以降である日J能性が高い。問題になるのは第 1 類~9 類で、大洞 BC 式から大洞 C1式

あたりに相当するが、第7類は大洞 BC式である可能性が高い。

とU径と

皿について

皿の基本形は、底よりも Uが大きく開いた逆台形である。底が浅く、器高(台部を除く)

の比が3分の l以ドとなるものである o 全体的に加飾されたものが多いのが特徴である O

-
E
i
 

ハ可
d
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皿は75個体である (うち郷上館資料は9個体)。個体数はU縁部を有するもので算定した。全体形

を推測できるものは17個体ある。

1)皿の細別の基準(第85凶)

全体形を推定できる資料を基に、 75個体を口縁部から体部の傾き・底部の形状・文様の種類・円縁

の形状に基準を設けて11類型に分類した。破片が小さくて分類できないものもある。

分類の基準(1)-u縁部から体部の傾き
1.円縁部から体部にかけて外湾するもの。

II. n縁部から体部にかけて外側へ直線的に聞くものo
ill. U縁部から体部にかけて内湾しているもの。

W 口縁部から体部にかけて緩やかに内湾しているもの。

V. 頚部が屈曲し、広いU縁部を形成するものO

VI.体部が内湾し、 U縁部が矩く i白:立するものO

分類の基準(2)一底部の形状

A.底部が大きく、 平底を持つもの。

B.底部が小さく、平成を持つもの。

C.台部を持つものO

分類の基準(3ト文様の種額

①.体部文様帯に麿消縄文の手法でいわゆる雲形文を描いたもの。

②.磨かれた器面に沈線でいわゆる雲形文を描いたもの。

③.頭部の文様帯にいわゆる羊歯状文を描いたもの。

④.U縁部に 1条、あるいは2条以上の平行沈線が巡るもの。

⑤.円縁部に 1条、あるいは2条以上の平行沈線が巡り、突起が配置されるもの。

⑥.無文のもの。

分類の基準(4) 日縁の形状

a.装飾的な彫り込みが施され、突起が複数配置されるもの。

1類(IA①a) 2類(IA④b)

4類(皿A①b) 5類(IVB(g;t，) 6類 (VIB(亙)b)

竜三Zノ交ぜ三き〆 ¥ y ぞー '之5え

8類 (IVC④a) 9類 (IVC⑥a)

フ
10類(VC③c) 11類 (VIC⑤b)

¥一
第85図皿の細別模式図

ワー“ハ同d



b.平縁のものむ突起が4箇所記宣されるものもある

C. 装飾的な彫り込みにより小波状となっているものc

2)皿の縮別の結果と特殻 (i持j辻代表的なものにとどめた) (第お~90悶)

第1類(1 A① a) -8個体ある O 口縁部から体部にかけて外湾し、大きな平底を持つつ体部文様

帯に磨消縄文の手法でいわゆる雲形文が描かれるc 口縁の形状は装飾的な彫り込みが施され、援数の

突起が配置される C 表部にも文様が描かれている c (A248) とや型 (A15ヲ)があり、 iま

約3倍の差がある O 水彩されているものは小型の A159のみである O 例…鶏士舘110

2類 (IA(1)b)-3間体あるc 口縁部から体部にかけて外湾し、大きな平底を持つ。体部;主張

文で縄文地であるが、口縁に近い部分と岩部に近い部分に 1~2 条の沈隷がめぐる O 日縁の形状は平

縁である G 底部に文様は描かれず、赤彩の痕跡、も見られないc 例…郷土館

3類(百 a) …20個体ある C 口縁部から手本部にかけて外観へ直線的に開き、大きな平底を持

。。棒部文様帯に磨消縄文の手法でいわゆる雲形文が撞かれるc 口縁の彰状は装飾的な影与込みが施

され、複数の突起が配置される C 体部文様については区画文が多いが、中には禁文の縄文地のものも

ある (A249)0赤彩の喪跡は見られないc 底部に文様は描かれなし~大型と小型があり、器高で約2

1音の差があるs 例-C82.D2960 

4類(甑A①b) 8橿体あるc 口縁部かち体部にかけて内湾し、大きな平患を持つ。体部文誌

に害泊縄文の手法でいわゆる雲形文が措かれる Q 口縁の形状は平縁で突起が付くものもある(D108)

体部文様については横に伸び、る配電文が多いc 患部に文様は施されない。赤彩の痕跡があるものもあ

る (C218.D10わC

5類 (NB② b) …1個体あるの345)む口縁部から体部にかけて緩やかに内湾し、患部は小さ

い平底を持つむ震かれた器面に沈線でいわゆる雲形文を描いている C 口縁の形状は平縁で、 4醤携に

突起が配置される合文様は沈線を点対称に引き、底面丈を描いている。南面に褐色の村義物が残存し

ている

6類(¥，1B寄b)-2個体あるc 体部が内湾し、日縁部が短く るO 底部は小さい平底であるむ

日縁部には 2 条以上の平行沈線がめぐるむ日縁の形状は乎縁である C 棒きI~は丁寧に研壁された無地と

なり、全てに赤彩の痕跡が残っているf11j B132.B1520 

第ア類 (NC a) -25個体ある合口縁部から棒誌にかけて緩やかに内湾し、台部を持つ。体部文

様帯に害法縄文の手法で、いわゆる雲形文が搭かれる Q 口縁の形状は装詩的な彫り込みが撞され、複数

の突起が配聾されるc体部文様については配童文が多いようでおる。赤彩の痕跡は3点にみちれる〈那

士蕗13)。例-A254.C222など

第8類 (NC仁a) -1椙体ある(郷土語14) 口縁部から体部にかけて援やかに内湾し、台部を

持っと思われるつ口縁部には3条の平行沈線がめぐるつ日縁の形状は装飾的な彫り込みが施され、複

数の突起が甑置されるむ体部は無地で、赤彩の痕跡は見られない。

第9類 (NCi玄a) -1信体ある (D101)0日縁部から体器にかけて緩やかに内湾し、台部を持っ

と思われる。文様が擁されない、いわゆる無地であるむ口縁の形状は装詩的な彫り込みが施されている

赤彩の痕跡は見られないc

第10類 (VC c) … l橿体ある (D555) 頚部が屈曲し、広い口縁部を形成している。体部は緩

やかに内湾し、台吉15を持つ。台部の下端は破損しているが、破損面を了寧に研磨した痕跡が見られるむ

頭部文禄帯にいわゆる羊茜状文が描かれ、件部は僻文で縄文地となる G 口議の形状は平縁で1富所に

装錦的な突起が擁されている。台部には沈線で文様が描かれ、ま による透かしが入っている

赤彩の莱跡は見られな"'0

第11類(立C b) -l1IQl体ある (C20)。手宇部が内湾し、口縁部が短く る。台部 日
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縁部に 2条の平行沈線が巡り、そのー誌に 2簡 1対の粘土粒が施されると誰却される c 体きIHま丁事に

新磨された無地である C 日縁の形状は平縁であるc 事彩の痕跡は見られない。

その他一以上の分類に当て詰まらないものや小破片のため分類できなかったものが4点あるつ

3 )罷のまとめ

〈仁監の特色は器高が抵く、

とである心全体形を推測できる

よ与も口縁部が広い器形であることと、全体的に加能されているこ

の資料をもとに口径の大きさを調べると、径10---15cm未満のもの

が 4 個体、 15---20cm未満のものが 5 個体、 20---25cm未満のものが 5 個体、 25~30cm未満のものが 31自体

あり、極端な不櫛いはみられないが、 20cm以下のものが多い傾向がある〈第74閣参照)むなお、最も大

きいものは推定日窪が28.8cm、器高が8.2cm(A248)で、最も小さいものは口径が11.9cm、器高が2.6cm

(A159)である O

装諒;ま大小に関わらず詫されており、日縁部の装飾が蕪く無地・無文のものでも、 J寧に研屠され

ているものがある(第6類など人事彩の痕跡は小型のものや丁寧に研麿された紫地のものに多いc

恋文様を持つものは、 75摺体のうち61個体あ号、その割合は全体の約80%を占める G 文様苦は体部

から底部直上にかけて区切られた幅の広い文嫌帯に、雲形文が描かれるものが庄倒的に多いお

を接く時に使用される区画文と配撞文法同じ割合で接されるようである C 配置文の中には、横に長く

持びるものも見られる(第4類)0無地に沈線で撞いた雲形文もある(第5類)また第10類の頭部の

は一晃すると羊茜状文のようにみえるが、無地に点対称となる 2↑1m一組の記置文を援べ、充境

文を加えて作り出した浮彰風の連続雲形文である c 地が紫地であること・文様帯が狭く、列点文に挟

まれていることなどが、羊歯状文にみえる効果を高めているのであろうが、雲形文と羊歯状文が近い

文様であることも示しているG

(文様や形など)に見て、第10類。第 1~3 ・ 5--9 類。第 4 類吟第口頭のJII買に

変遷しそうであるひ第10類は にみても古そうである C 第4類 (D108)は大漏 C2式に近いもの

であろう。第11類 (C20)は大詰A式である

④血は、炭化物の付若や底部に二次加熱を受けた痕が見られない。広口で底が浅いため、専ら食器

として{吏用されたのであろう O 亜の中にも大小の違いがあるので、大型盟;ま大勢の食物を入れる

のi臣、小型の監は取り分けた食物を入れる取り亜といったように、イ吏い分けがなされていたのであろ

つO

宰議11多孔を持つ毘は 3点出土している。ひび割れした部分に沿って両髄に孔をあけ、経で静り固定

したものである (C82) 孔の直径は平均5.9mmで、再鎖穿孔によって新聞が臼形とごとっている C 弥生時

代の例であるが、登呂遺跡で辻接の樹皮で檎修孔を緊縛したものが出土している C また D555'之、

部の下器の鼓損した部分を王子らに研磨して安定するように再加工されているむ縄文人は土器の一部が

壊れることがあっても務理して再び、復用している例で為る

主皿は底が浅く大きいので、査や深鉢に比べて寂部から口縁部まで作るのが容易だったと考えられ

るC 成部の縁に一定の幅の粘 t紐を積み上げて成形したことが痕跡、から分るものもあるこ〉また、身の

底部が台部とともに抜けるように破損しているものゆ555)があり、底部と台部が-{本fとして作られ

ていることを示している O おそらく円形の粘土坂を下にし、その上に粘土紐を巻き上げて台部を作り、

次にそれをひっくり返して円形の粘土板を上にし、そこを底部として周囲にき占土紐を巻き上げて身部

すなわち血の部分を作り上げたのであろうむ台部の身部と る内面に整形時の爪痕がたくさん付い

ているものがある (D555. 州 ω 川

.J)胎土にj年緯(状)骨針が混入しているものが見られる C 多い少ないはあるものの、殆どのものに

浪入しているようであるむ土器製作の粒土の産出地が問題になるであろう会
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(9) 蛍について

菅は、円頭部が細くすぼまり体部が膨らんだ形態、の器種である O 口頭部のすぽまる部分の径(多く

は頭部径)と体部の最大径の比が、おおむね3分の 2以下のものが多いが、広円査などに分類したも

のには3分の2以上のものも含めたO

壷は、他の器種と比べても、器形も大きさも種類が多いのが特色である。個体数は、口縁部を有す

るものに限定して算出し、163個体あった。

1 )査の細別の基準 (第91岡)

査は器形も大きさも種類が多いのが特色である。装飾のあり方も変化に富んで、いる。|寸縁部の破片

だけでは、全体形や体部の文様の布無などは分らないので、全体の形 .u頚部の形状・体部の形状 ・

文様の有無・地文の種類などに基準をおいて分類し、20類型に分けることができた。

分頬の基準(1)一口頭部の形状

I. 頚部が「ハ」の字形で、 U縁がいわゆる受けれ状となるものO

E 頚部が「ハ」 の字形で、口縁が短く外反するものO

]]].頭部が直立気味に立ち上がるもので、打縁が外反するものO

町.頚部が直立気味に立ち上がるもので、 υ縁が短く外反するものO

V. n頚部が肩の付け根で、やや丸みを持ちながら強く屈曲し、口縁が外反するもの。

VI. U頚部が肩の付け根で、「く jの字形に席曲し、円縁が外反するもの。

VII. n頚部が大きく 太いもので、外反するもの。

第 1類

拓本

Zr;5)~ 
G)C字を点対称に組み合わせた
区画文を施す

拓本と展開模式図は縮尺不同

ィ言党:注吟o 10cm 
←~ γ一一~--=----=ト→

第86図 皿第1類

p
h
u
 

Q
J
 



第1類

口唇

守電 F

底部文様

底部には区画文が描かれる 充填文のみを
抜き出したもの

底面図

第87図 皿第 1類

ro 
ハ同
d

②充填文を埋める

(C・2，V上・V中)

体部には区画文と思われる文様が2種類
描かれている

ょこごヲ {ζ二三ダ
①C字を点対称に組み合わせた
区画文

ベ JムノベノムJ
②点対称の弧線の組み合わせ
区画文

O 10cm 
1 ・ 寸 寸 ー.



第2類

第3類 、齢者~ 口唇部の文様
拓本

C82 (6層)

口唇部の文様

第4類

口

D108 (5層)

¥ミ¥ /ぐ子/ 口唇部の文様
第 5 類 \〈二~

O 

マ尽さ豆主主;dI ，~ぺ~三逗Vミラ字/

1ミぞ唖哩三主主三己三~ D345 (10層)

| 点対称の弧線の組み合わせによって
文様が描かれている

第88図

区画文によって文様は描かれているが、区画
文は①であるか②であるかは不明である

皿第2~5類
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第6類

¥ Jー〆

第 7類

建霊安?
ムー〉

ぞ薄曇安ク

口唇部の文様

~〆

4A2LZZZ三三雪ジ
害三三芸7

2_ _c位 54(9層

第8類

郷土館 13の拓本

第9類

A254の文様復元図

4単位の単位文様が
描かれている

口唇部の文様

寄 託 グ

~一一フ
¥フ

ρ 101 (5層)γtZ( 
V中) o 10cm 

第89図 皿第6-9類
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第 11類

第 10類

口唇部の文様

頚部の文様トレース

0555の頚部の拓本

すT~ て一戸三D τァよムダ

①四角状の文様を文様帯の上・下線のいず
れかに接続させ、さらに点対称に描く

ぞ〉てアヰ〉ス六一つミ之ムぜ〉す7斗 Jプ

②充填文を埋める

+1ケ所(正面)だけ、他と違うわ鮫
寸〉スぞ〉

充填文を取り出したもの

o 10cm 
h一寸一一γー司苧Eヰ _m ιFT哩

第90図 皿第10類・ 11類
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壷の器形分類模式図

1類(Ib①) 

広三三三主

f宅名子会

\\--::;.ニ~

6類 (IIc ②) 

11類 (VIa ②) 

刀、
¥ ;ノ
¥-4 J 

16類 (VIb ③) 

7
、
以
グ
/

片
に

2類(Id①) 

7類(Ia③) 

12類 (VIc ②) 

イ7h

，/ 
n 
，ノ/

¥ ー ノ

17類 (VIe ③) 

3類(皿a①) 

又 1}
←-.. 

¥ ノ〆

¥ 9/  

8類(Ie③) 

13類 (VIe ②) 

18類 (VIe ①) 

第91図査の細別模式図

4類 (IVa ②) 

「ー

f行1¥
9類 (IIe ③) 

「可

万¥
¥
 

1
¥
¥
 ギ/

5類(II c ③) 

(
一
)10類 (Vc ②) 
ー~，~ー一一、

/ 

/ 
/ 

15類(羽 a③) 

20類 (VIb) 

RE 

分類の基準(2)一体部の形状

a.体部の最大径が中央部にあり、体部は球形に近いもの。

b.体部の最大径がIt1央部にあり、体部は横に長い (横楕円形)ものO

C. 体部の最大径が中央部にあり、体部は縦に長い(縦楕円形)ものO

d. 体部の最大径が上半部にあり、肩が強く張るもの。

e.体部の最大径が下半部にあり、 ド膨れの形になるもの。

分類の基準(3)一文様の有無、地文の種類

①.いわゆる布文のもの。

② いわゆる無文のもので、縄文地のもの。

③ いわゆる無文のもので、無地のもの。

2)査の細別の結果と特徴 (例は代表的なものにとどめた) (第93~97凶)

第 1類(Ib①) -1個体ある (郷土館4)。頭部が「ハ」の字形で、口縁がいわゆる受け口状となる O

-100-
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19類 (VI[b ) 
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かっ体器の最大径が中央部にあり、体部改槙に長いものである C いわゆる在文で、体部上半が大きな

となる。類部の付け根に喬状突起を持つ2条の降帯がめぐるひ大型品であるむ

第2類(1 d ①) -1僧体ある(鵜土語5)む頚部が「ハjの字形で、口縁がいわゆる受け口状となる

かっ体部の最大径が…t半蔀にあり、府が強く張るものであるむいわゆる有文で、肩部に文様帯がめぐる。

頚部の付け援に構状突起を持つ2条の陵帯がめぐるc 大型品である C

3類(頂 a -1個体あるの557)。頚部が寵立ぎみに立ち上が札口縁が外fえするむかつ体

部の最大径が中央部にあ号、体部は球形に近いものである。いわゆる有文で、頭部の{すげ根に幅の狭

い文様帯がめぐる G 体部上手が大きな文様帯となる。大型品である c

第4類 (Wa -2個体あるひ頚部が直立ぎみに立ち上がり、口縁が短く外反する C かつ体部の

最大窪が中央部にあ号、体部は球形に近いものであるC 体部は縄文地となるC 例… D607.D501c

5類(立 c杢) -1個体ある (D298)0頚部が「ハjの字形で、口縁が鐙く外反するひかつ体部

の最大径が中央部にあり、体部は縦に長いものである。体部は無地となる

第6類 01c …1個体ある (D446)c頭部が「ハjの字形で、口縁が短く外反するむかつ体部

の最大径が中央部にあり、 f本部は縦に長いものである。体部は縄文地となる C

7類 (1a -2個体あるc 頚部がわりの字形で、口隷部が受け口状となる C かつ体部の最

大径が中央にあり、球車に近いものである O 全体が葉地となる。例-D252.A 1630 

第8類 (1e ③)… 2~璽体ある。頚部がドリの字形で、口縁部が受け口状となる O かつ体部の最

大径が下手話にあるものであるひ全体が無地で研磨された面となっている O 頚器の付け根に橋状突起

をもっ2条の隆替がめぐるもの (A132)と頚部に幅の狭い文様帯がめぐるもの (D499)とがある。

第9類 (IIe ③) -1 i関体ある (D関心。頭部が fハjの字形で、口縁部が短く外反するむかつ体

部の最大径が下半部にあり、下膨れの形になるものである。全体が無地で、頚部の付け根に橋状突越

を持つ2条の霞帯がめぐる O

(V c -1摺体ある (C224) 口頚部が肩の{すけ根で、ややえみを持ちながら強く屈曲し、

日縁が外反するc かつ体部の最大径が中央部にあり、体部ほ績に長いものであるc 頚部からf本部まで

縄文が施〕にされている(縄文主主九

第11鎮 (VIa …2個体あるの562・D146)0口頭部が肩の付け観で、「くJの字形に屈曲し、

口縁が外反するC かつ体部の最大径が中央部にあり、球影に近いものであるG 文様を持つものはなく、

すべて地文は縄文である O 大型品は口縁端部が帯状に把厚するつ

第12類 (¥11c :~)… 3 個体ある。口頚誌が肩の付け援で、「く J の字形に屈曲し、口縁が外反する

かつ体部の最大径が中央にあり、縦長のものである O 文様を持つものはなく、体部はすべて縄文地で

ある C 例-D564.C125.C1210 

第13類 (¥11e李) -2個体ある c の付け根で、「くJの字形i二屈曲し、口縁が外反する

かつ体部の最大径が下半部にくるものである C を持つものはなく、 はすべて縄文地である

17tl-D253.A1330 

(¥11 c i主1) 1個体ある (D606)。口頚部が自の付け根で、 fく」の字形に居畠し、口縁が外

反する Q かつ体部の最大径が中央部にあり、縦長の形となる C いわゆる喜文で、口縁や肩部などに小

突起や文様が見られる。第12類と比べると薄手で光沢があ札装飾も目立つ。

第15類(日 a(~)) -5個体ある。口頭部が胃の付け根で、「く jの字形に屈臨し、口縁が外反する

もので、かつ体部の最大径が中央部にあり、球形に近いものであるc 文様のない無地のものである。

器商の研屠は丁寧なもの、それほどでないもの、研磨がないものなどがある C 比較的小型のものが多い。

倒… C126.D502.D561.B155.D560o

第16類 (VIb~) -1個体ある (B137)0口頚部が胃の{すけ根で、「くJの字形に屈詣し、口禄が外
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反するもので、かっ体部の最大径が中央部にあり、横に長いものである。文様のない無地のものである O

比較的小~!で、ある 。

第17類(¥11c ③) -5個体ある O 口頭部が肩の付け根で、「く」の字形に屈曲し、日縁が外反する

もので、かつ体部の最大任が下半部にあり、 ド膨れとなる。文様のない無地のものである O 器出の研

磨はr寧なもの、それほどでないもの、研磨がないものなどがある。比較的小型のものが多い。例
C123.D109。

第18類(¥11e ①) -2個体ある。円頭部が肩の付け根で、「く」の字形に屈曲し、口縁が外反する O

かつ休部の最大筏はド半部にあり、縦長に下膨れになるもので、いわゆる徳利形に属する。体部の全

面に文様が描かれているもの (D451)と上半部にのみ描かれるもの (D145)とがある O

第四類(四b)-2個体ある。口頭部が大きく太いもので、外側に外反するもの。かつ体部は小さ

く横に長いものを一括した。口頚部の文様を持つものと持たないもの(無地)がある o C226は羊歯状

文、 D350は羊商状文と雲形文を持つ。

第20類(¥I1b)-4個体ある。U頚部が肩の付け根で「く」の字形に屈曲し、広口電となるものを

一括したもので、 比較的小型のものが多い。すべて地文は無地である。体部に雲形文をもつもの(層

位不明)が l点があるが、他のものは文様を持たない。やや粗雑に作られたBl54以外はすべて亦彩

さ11.ている。{列一 DllO.D503。

その他一全体の形が推測できない小さなrJ縁部破片が125個体ある。またU縁部の形状が分からな

い体部破片はさらに数が多い。このうち特色あるものをI';{Iや写真で示した(第97図、写真37)0

3)蛍のまとめ

①出土した縄文晩期の査は、上器の文様から見

る限り、羊歯状文と雲形文を持つものにほぼ限定

され、大j同BC式~大il司C1式の時期のものと推定

される。しかし、果たしてこの 2型式に集約でき

るのか、あるいはできないのかは他の器種を合め

て検討したい。

②壷の最大の特色は、器形の変化に富んでいる

のに加え、大きさも大小さまざまあることである。

もっとも大きいものは最大径45cID、推定復元高約

50CID (第92図)で、もっとも小さいものは最大径

約5.5cm、器高5.3c皿 (D501)で、その差が大きいo

):.用品は丁寧につくられ、体部上半などに文様を

もつものが多い。破片でみると赤彩されたものも多い。

10cm 
6分の 1 一一一一ー一

第92図大型壷(郷土館7)

型式学的には、 D557Q郷土館7ゆ郷土館4Q郷 1:館5と変遷がたどれるようである O その変遷を層

{立的に証明するのは困難で、ある。中刻品は文様をもたない縄文地のものが多い。小型品は形・大き さ

に変化が多く、無地であるがよく研磨されて光沢をもつもの・亦彩されたものなどが多いのが11立つ。

③壷には煮こぼれなどの炭化物の付着が見られない。また二次加熱によって底部などが糧~亦色に

変化したものもない。壷は煮炊きに使用されることのなかった器種の一つである。面は大小にかかわ

らず、物を保存あるいは収納する器と考えられる O 口頭部がすぽまる形態は液体や粒状のもの・粉状

のものを入れるのに便利で、ある。大型品・ ql型占iIlは専ら保存符器・収納梓器であろう。しかし小型品

は浅鉢や皿と同じように食器として使われることも多かったと推察される。

④円縁部を有する奄のう己形品や破片のうち文様をもつものは8点で、数が少ない。分類でいうと大

型品に属する第 1 類~3類、徳利形の18類、特殊な形のコ ップ形の 19類で、大型のものや特殊な器形
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f~ 
区画文

①に充填文を加えて②が完成する。

第2類

込比一ゴ(

O 
亡ヱ

(C-2， V) 

10cm 

ターモ〉
区画文

①に充填文を加えて②が完成する。

o 10cm 
一 「十→寸 4 ー』十 ふ l

郷土館5 (C-2， V中)

手三 三宍ヲキf
拓本・展開図は縮尺不同

第93図 壷第1・2類
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第3類

司-~一一一一一-一一二三~-二「
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D
 

10cm 
Eココ

+ ①に②を加えることで

③が完成する。

第94図 壷第3類
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0298 (9層)

0499 (12層)

黒い部分に

アスフアルトカず

付着している。

--一一-ヰ
第11類

、『

、~一一

0562 (13層)

第6類

0446 (11層)

「
A
U

0504 (12層)

~7 0564 (13層)

第95図 蓋第4-12類
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第13類 第14類

第13類
0606 (15層)

第18類

0145 (6層)

第18類

三3
0110 (5層) 8154 (9層)

第96図

第15類 第17類

C126 (7層)

=二「 ー ブコ 第17類
第18類 L一 一 j ー((

8137 (7層)

C123 (7層)

0109 (5層)

C226 (9層)

② 羊歯状文
-'~"-;'~""r-

区画文は第 1

充填文

層位不明

10cm 

壷第13~20類

-106一



第19類

0350 (10層)

その他戸 三間

第97図 壷第19類・その他

のものに多い傾向がある O

そのイ也

O 

0348 (10層)

10cm 
二三二三二~

文様の単位あるいは文様の種類は、(1)磨消縄文による雲形文(郷士館5.D557)、(2)無地に沈線ある

いは凹凸 (浮彫風)で描いた雲形文(郷土館4)、(3)いわゆる羊歯状文 (C226.D350)、(4)いわゆる列

点文(D606)などカまある。

⑤壷D504の体中央部の少し上の部分が欠損して丸い穴(16x 13凹)が聞いている。内面を見ると

穴の縁が削げており、外側から強い力が加わって穴があいたことが分る。外面をみると穴の周囲が円

形 (30x 35皿)に変色しており、その範囲にアスフアルトと思われるものが点々と付着している。こ

のことから破損した穴の部分に円形の土器)'1・あるいは皮のようなものをアスフアルトで貼り付けて修

理したものであろう O

側注目について

注口の基本形は、壷のように円あるいは頭部がすぽまり、注

U部をもつものである。 晩期前葉の注口は注口独特の形態を造

り出し、体部は算盤玉形となるものが多い。

注nは40個体 (うち郷 L館のもの6個体)である。個体数の
算定は、個体識別に便利な口縁部を有する破n.ゃ形がほぼ分る
大型破片を中心としたが、個体を識別できるものは体部破片で

も利用した。

1)注Uの細目Ijの基準(第98凶)

注口の分類は、全体形が推定できるものを中心に、頭部の形

107 
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第98図 注口の細別模式図



状や文様などに注目して行い、 4類型に分けたむ分類できなかった小破許のものはその他として扱っ

たむ

分類の基準(1)-頚部の彰状

1 .口頭部が「くJの字形に思曲し、日誌が受口状(外観に開きながら内湾するもの)になるものC

II. 口頚部が「く jの字形iに組曲し、口縁が短く立ち上がるかあるいは内慨にやや折れ曲がるものO

ill. 内傾する体部上半の端部がそのまま口縁となるものG

分類の基準(2)一文様帯と

a.口縁部と体部上半に帽の狭い文様帯がめぐるものO 体部下半 にのみ文様があるG

b. 体部上半に幅の狭L

C. 体部上半に幅の狭し

2)注口の絹翌日の結果と

ぐり、体部下半に体部中央に沿って文様が展開するものC

ぐるものO 体部下半は注口部付近にのみ文様がある

(例は代表的なものにとどめた) (第99--104図〉

第1類 (1a) -llfl!'!l体為る fくjの字形に屈曲し、日繰が受口状にな号、口議蔀と体

部上半に轄の狭い文諜苦がめぐるもので島るc 文様子苦の上下には列点をも ぐる。文援

には、沈刻によって形或された弼埠が湯巻き状になる境C字文 (C241の体部上学入ニ。巴丈 (C239.

D259.郷土語2のそれぞれの口綾部)、四葉状のx 文 (D259.D612の体部上半)、横長のX字文 (D360
の日縁部)、き黄C字文にX宇文 (C239.D3紛の体部上半)、横C字文に椅円丈(郷土館 1の体部上半)、

羊歯状丈 (D611の体部上半)な

にのみ文様があるものに240)がある

体部下半は注口部直下にの

文地でなく無地である O

されているO なお、口禄部の文様帯の正面(住口部のある面)

る。器面全体がよく研磨され、光沢をもち、地文は縄

第2類 (IIb) -2個体あるC 口頭部が「くJのす却系に屈曲し、口縁が短く立ち上がるか、あるい

は内側にやや折れ曲がるものである 3 体部上半に帽の狭い主要な文操苦がめぐり、体部下半に

中央部に沿って 4カ所に単註雲彰文が描かれている苧日頚部が弱く屈曲し、やや「くJの字形に

ものとなるc体部上半には連続雲彰文が描かれているの567)口縁;ま乎誌が多いが、小波状口縁もある

すべて破芳で¥全体形が分るものiまない。

3類(車 b)-11冨体あるの511)。

f本部上半に幅の狭い文援苦がめぐり、

の文議帯には Z字形の羊歯状丈がめぐり、

いる。上半部の地支は無地で、下宇部の地文

もつ0

る体部上半の器部がそのまま口縁となるものである

には体部中央に沿って文様が展開している c

;立体部中央に沿って簡単な連続雲形文が描かれて

と無地で、燕地の部分はよく研磨されて光沢を

4類(血 c) -2個体ある。内傾する体部上半の端部がそのまま口縁となるものである O 体部上

に帽の狭い文様帯がめぐり、体部下半の注口部付近にのみ簡単な文様がある C 体部上半の文様帯に

は、点対称的に組み合った弧線文が並ぶもの (D509)と連続雲形文が形成されるもの(鵠土館引が

ある O 体部下半の注口部直下の文様はともに単位諜形文で為る。

の他一個体数を算定するために琵吊した資料のうち、小被片のため分類が不可誌だったものを

の地としたむなかには口縁部に透かしをも合ものもある 1ア判官川
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注口部直下の文様

( 11層)

体部拓本

nRμ 

・4
斗ロ口、玉、

C241 

注口部直下の文様
C239 (11層)

口縁部展開図口縁部拓本

10cm 
ヲ ー 4

O 
ド十 ~宇

体部拓本

注口部

第 1類注目

-109 -

第99図

拓本・展開模式図は縮尺不同



第 1類

《議主主

C240 (11層) 正面 面倒 注口部直下の文様

注口部

正面 側面

O 
0259 (8層)

10cm 

体部拓本

口縁部展開図口縁部拓本

体部展開図

注口部
注口部

第100図 注口第1類
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第1類

0360 (10層)

0611 ( 15層)

第101図

."'". 

'，. 

注口部直下の文様

側面

体部展開図

遭皇室

郷土館2 (C-2， V中)

O 
」~τ一 一寸ー=

j主口 第1類
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第 1類

0612 (15層)

o 10cm 
ト 戸""""=r'"干二守一一円

¥'j 

側面

注口部直下の拓本

体部拓本・展開図

第102図 注口第1類
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第1類

郷土館 1 (C-2， V' V中)

/矧¥

第2類

0567 (13層)

第103図

正面

休部拓本

ア
0567の体下半部の拓本

O 10cm 

注目第1・2類

内ぺ
d

可

E
A
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0511 (12層)

0511の

体部拓本

正面

第104図

郷土館3 (C-2， V) 

o 10cm 
ヒC?=:~=-r~←寸 向←~

注口第3・4類

-114 -



3)注円のまとめ

①注Uの特色は、すべて文様や突起などで装飾されていることである。ただし、赤彩されたものは

なかった。底部は丸みを帯び、両手で持ち仁げるのに適した形と大きさをもっている O 底がやや小さ

いものでも片手で底をささえ、片手を添えるようにすれば安定した形で持ち上げることができる。装

飾されたものが多いということは、浅鉢や皿などの器種と共通する性格であり、食事の場で使用され

た可能性を示す。形態から考えて注目は両手で、持って中に入れた液体を複数の人々に分け与える、す

なわち分配するときに使用したものであろう。

③注円の大きさは、最大のもの (D612)がl幅29.6cm、最小のもの (C240)が幅10.4crnで、ある。もっ

とも多いのは幅17cm前後のものである。なお、最大の幅29.6cm・高さ20.lcrn(現高)という大きさは、

晩期の注円としては最大クラスに属すると思われる。

③注口部がとれた部分にアスフ アル トが付着しているもの (C239.写真38) と底部にあいた孔の周

囲にアスフアルトが付着しているもの (D360.写真39)があった。前者は本体と剥がれた注円部を接

合して修理したことを示すものである O 後者は体部下半にあいた小さな孔の周聞にアスフアルトを塗

り、皮や布・土器片などをはりつけて修理した痕跡を示すものである。孔の周囲のアスフアルトは内

外両面にみられた。

④体部中央の内面を観察すると、体下半部の上端付近に小さな爪痕が一列にならんで 一周している

ものがある。爪痕はほかにも疎らであるが所々に見られた。爪痕の弧は向って左下になるものが多い。

また、ナデ調整の面についている。したがって、体下半部の内部をナデ調整した後で、そして体中央

部あるいは体上、下部の粘土紐をのせる前に、体ド半部の上端を右手の親指で丹念に押さえる作業をし

た時についたものであろう O なお、注円は、器由ーに文様があったり、研磨されているものが多く、ま

た内面もナデあるいはミガキ調整が丁寧になされているために、成形時の粘土紐輪積痕を残すものは

なかった。

⑤注目部は体部中央に付けられる。注U部の周囲は突起や隆帯で飾られるものが多い。また体部ド

半に文様がめぐらない場合でも、注口部直下の部分にのみ文様が付くものが多い。平縁のものが多い

が、注目部がある面にのみ山形の装飾的な突起がつくことが多い。したがって注目は注目部がつく面

が正面として意識されていたのであろう O

⑥主要な文様を大別してみると①沈刻によって横

C字文・二つ巴文 .x字文などを構成するもの、②

沈刻によっていわゆる羊歯状文を構成するもの、③

点対称に組み合った弧線文を構成するもの、 ④磨消

縄文の子法などでいわゆる雲形文を構成するものの

4つに分ける ことができる(第105図)。杉沢遺跡に

おいては①の文様が多く見られた。なかでも横C字

文と X字文を組み合わせた文様は大洞 C1・C2式の磨

①ド~主ぷ以ム込当

②慢さ考達三宅社子安司

③陥♂豆七2符室生2夜豆ヰ
第105図 注口の主要な文様(模式図)

消縄文の手法をともない、鉢巻形の文様を持つ注円にも引き継がれる要素を持っているものである。

そしてこの文様は第 1類の受けU状のU縁部を持つ器形に多く施されており、第3類の体部上端がそ

のままu縁となる器形に施される割合は少ない。したがって①の文様は第 l類の器形にともなう文様
であり、第2類のU縁部が短くなる器形に続いていくということが考えられる。②の羊歯状文は第3

類の器形に多く施され、第2類の器形にも見られるものである。
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深鉢

第1類 A区1830区305，306，575 51，52，53，54，55，56，57，58，59.60，122，123，124.125.126. 

第2類
A区7，14B区102C区500区22，25，61，265，324， 128，133，134，135，151.152，153.154，155，156.157.158， 

583 159，183，185，186，187，188.189.190，191，192.193.194. 

第3類 B区4C区980区184，195，367 196，197.198，199，201，202，203.204.266，268，269.270. 

A区1，2.3，4.5，13，15，16，17，18，19，20.21，22，32，33，34， 271，272，273，274，275，276.277.307，309，310，311.312. 

35.36，37，39，40，42，43，44，45，46，4 7，48，49，50，51，52，53， 第4類
313，314，315，316，318，319，320.364.365，366，368.370. 

54，55，56.57，59，60，61，62，63，65，66，67，68，69，70，71，72， 371，372，373，374，375，376，377，378，379，380，382.383. 

76.79，143，144，145.146.147.148，167，168，171，172， 384，385，386，387，388，389，390.391 .462.463，464，466， 

173，174.185.186，187.188，189，190，191.192，194，195. 467，468，469，4 70，4 71，4 73，4 76，4 77.4 78，4 79.480.481 ， 

197，198.199.200，201，202，203，204，205，206，207，208. 482，483，484，485.487，514，515，516，517.518.519，520， 

209.210.211.213.214.215.217.218.259.260.261.262 521，522，523，524，525，527，528，529.530，531.533，573. 

263，265，267，268，269，270，271，272，273，274，275，279， 576，577，578，579，580，582，585，588， 

293，295，296，297，301，302 B区6，7，13.15，16，17， 第5類 C区184

18.19，20，21，22，24，25，26，27，28，29.30.31，33，72.73，75， A区38，41，58，64，73，74，75，77，78，80，169，170，184，193，

第4類 76，77，78，79β1，82，83，84，85.86β7，88.89，91，92，93，94， 196，212.219，220，221，264.266.276，277.278.292，298， 

95，96，97，98.99.100.101.103.104，105，151，159，160. 300，303 B区1，14，23，32，71，74，80，90，158C区39，64，

161 C区1，2，3，4，5β，7，8，9.10，30.31，32，33，34，35，36，
第6類

71.99，135，158，166，173，182.183.185247，250 0区1，

37.38，40，41，42，43.51，52，53，57，58，59，60，61，62，63，65， 28，29，127，200，205，206，207，208，209，210，211，267， 

66，67.68，69，70，86，87，88，89，90，91，92.93，94，95，96， 308，317，321，322，323，369，381，392，393，394，395，396， 

97，136，137.138.139.140.141.142，143，144，145，146， 397，398，399，465，472，4 74，4 75，486，526，532，534，581， 

147，148，149，150，151.152，153，154，155，156，157，159， 584，586，587郷土館17

160，161，162，163，164，165，167，168，169，170，171，172， A区6，81，216，284.299B区5，9C区44，203，251

174，175，176.177.178.179.180，181，201，233，236237. その他 D区3，8.13，85，89，160，161，212.213，214，232，278，325，

242，243，249 0区6，7，18，19，20，21，27，30，31，32，33， 326，327，328，400，488，589， 

34，35，36，37，38，39，40，41，42，43，44，45，46，4 7，48，49，50， 

|鉢

第1類
B区12，46，47，48，121 C区54，1000区2，63，65，137， 55，73，74，75，76，104，106，108，109，111，112，189，190， 

138，164，226，401，402， 192，193，197，198 0区4，64，67，68，69.70，74，75，76，77，

A区25，82，83，93，94，95，96，224 B区36，40，106，107，
第10類

81，86，163，215.216，218.219，220，224，225，227，229， 

第2類
110，111，114，164 C区45，77.78，102，105，188 230，231，233，234，280，282，283，284，329，333，334，335. 

D区11，12，66，72.78，136，171，222，279，403，405，537， 406，407，408，409，410，411，412，414，416，419，489.491， 

538，542， 492，536，539，541，543，544，548，592，593， 

第3類 B区50C区11，191 0区165.221，223，547 A区23，86，106，107，108，176，225，229，235，236，237，238，

第4類 B区2，112 C区234 0区591 239，240，280.282 B区10，43，44，51，113，115，116，119

A区24，112，151，283，285，286B区49C区72，101， C区17，18，46，56.103，107，113.114，199，200.202，204，

第5類 110，115，186，195，196 0区10，281.540 第11類 205，206，207 0区73，79，80，82，83，84β7，88，166.167.

郷土館16 1 70.1 72，217.228，285，286，287，330，331.332，404，413， 

第6類 D区590 415，417，418，420，421，422，490，543，545，546，549，550， 

第7類 C区208 594，595，596，597，599， 

第8類 郷土館9 第12類 A区105C区244郷土館B

第9類 A区281 C区194 第13類 A区89

A区8，26，27，84，85，87.88.90，91.92.97，98，99，100，101， 第14類 A区9B区8C区13，16，190区62.71.90

第10類
102，103，104.149，150，152.175，177.222，223.226， 

その他
B区149，150C区790区23.24，139.140，141，162.

227，228，230，231，232，233，234，294 B区34，35，37， 168.169，598， 

38，39，41，42，52.108，109.117，118，120 C区12，14，15，

深鉢・鉢の細別と所属
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浅鉢

A区29，30，110，113，114，115，116，117，118，119，120， 第4類 D区173，235，236，237，295，433，437，495，552，553

153，154，155，241，242，244，245， B区3，53，54，55，56. 第5類 D区436，494

第1類
57，58，123，127，128，129，131，153，165 C区47，80， 第6類 A区129，247 D区241 郷土館12

116，117，209，210，211，212 D区91，94，95，142，174， 第7類 D区603

238，239，288，289，290，292，336，337，338，339，342， 第8類 C区214

423，424，425，426，427，428，431，493，551 郷土館叩 第9類 C区213

第2類 B区122，126，130 D区291，432 第10類 D区26

A区10，28，122，123，124，243，246，305 B区59 第11類 D区98

第3類 C区21，22，81，118，216，252 D区96，97，143，294， 第12類 D区92

341，430，434，435，600，604， 第13類 A区125 D区9.93

第4類 A区178，304B区124C区215，217，245 その他 A区287D区5，99，344

皿

第1類
A区159，248 B区60，221 C区23 A区131，250，254 B区11，62，63，133，162

D区497 郷土館11 第7類 C区83，84，163，222，253 D区102，103，104，

第2類 A区251 D区440 郷土館15 105，144，249，250，297，347 郷土館13

第3類
A区121，249 B区65，135，136 C区82，220 第8類 郷土館14

D区242，246，296，346，439，498，556 第9類 D区101

第4類
A区130 B区61，134 C区218D区106， 第10類 D区555

107.10日 第11類 C区20

第5類 D区345 その他 B区72，D区438

第6類 B区132，152

宝τ重~

第1類 郷土館4 第15類 B区155 C区126 D区502，560，561

第2類 郷土館5 第16類 B区137

第3類 D区557 第17類 C区123，124，223 D区109，500

第4類 D区501，607 第18類 B区間 D区145，451

第5類 D区298 第19類 C区226 D区350.444

第6類 D区446 第20類 A区11 B区154 D区16，110，503

第7類 A区163 D区252 A区12，134，135，136，137，138.162，164，179.180，181，

第8類 A区132 D区499 182，255 B区67，68，138，139，140，141，142，156，157b

第9類 D区504 -i，445 C区26，49，122，127，128，129，130，131，225，

第10類 C区224
その他

227，228.229，235，246 D区114.115，116，117，118，

第11類 D区146，562 119，147，148，176，177.251，255，256， 348，349，351. 

第12類 C区121，125 D区564 352.353.354.355.356.357.358.359.443.445.449 

第13類 A区133 D区253 450.452.453.454.455.456.457.458.505.506.507 

第14類 D区606 558，559.563，574，605，607，608，609，610 郷土館7

j主口

第1類
C区239，240，241 D区259，360，611，612 第4類 D区509 郷土館3

郷土館1，2 A区139，140，165，289，291 B区69 C区29，

第2類 D区567 郷土館6 その他 85，23臥238 D区179，257，258，299，300，

第3類 D区511 361.459.460.508.510.565.566 

赤字の数字は完形に近いもの

浅鉢・皿・壷・注口の細別と所属
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第2節縄文後期の土器(第106・107図)

縄文後期の土器は、全て多数の晩期の土器に混じって出土したもので、口縁を持つ破片は38個体分

ある o 3個の注口を除くと、破片は全て小さいものであるO 層位的にまとまって出土したものはない

ので、区や層位に関わりなく一括し、特徴のよく現れている破片57点(うち口縁部破片は30点)を拓

本で、 3個の注口は実測図で紹介することにした。

(1) 後期土器の分類

後期の土器は、破片が小さいため、器種分類が困難であるが、鉢あるいは深鉢が圧倒的に多いよう

であるO 次いで壷が多いがこれも注目との区別が困難なものが多い。ここでは特徴のよく現れている

破片を文様で大別し、『岩木山J(村越1968)その他を参考にして、想定される型式名を付した。

第1類一重層した縄文帯の所々に縦の短沈線あるいは刺突がみられるものである(1・2)0 十腰

内E式に相当するO

第2類一口縁・体部に刻み目による文様帯の巡るものである (3~ 6)。十腰内E式に相当するO

第3類一口縁部付近や重層した縄文帯・曲線的な縄文帯などに、同じ原体で方向を変えて羽状縄文

を施文したものである (7~ 9)。これも十腰内E式に相当するO

第4類一口縁部に山形の大きな突起を持つものである (10)0これも十腰内E式に相当するO

第5類一口縁部が大波状口縁を呈するものである (11~ 16) 0十腰内N式に相当する O

第 6 類-原体 RL と LR を用いて羽状縄文を施文したものである (17~20)0これも十腰内N式に相

当するO

第7類-曲線的な縄文帯 (21~23) あるいは微隆起線 (24) によって入組文が描かれるものである O

(24)は彩色されており器種は壷か注目であろう O これも十腰内N式に相当する O

第8類-曲線あるいは平行線的な縄文帯(磨消縄文の手法による)の所々に小さな貼癌を配したも

のである (25~43)0復元できた注口 (60)もこれに含められる O 十腰内V式に相当する O

第9類一口頚部に列点による文様帯をもつものである (44・45)0十腰内VI式に相当する O

第10類-曲線的な入組文をもつものである (46~48)0なかには沈線開に細長い刻み目が並ぶもの

もある (46・48)0これも十腰内VI式に相当する O

第11類一口縁部に山形突起をもつものである (49~5l)0これも十腰内VI式に相当するO

第12類一口縁・頚・体部からなる壷形の注目である (58)0無文で底が極めて小さい。十腰内VI式

に相当するO

第13類-小破片のため文様の一部分しか分からないが、曲線的な平行沈線などで階段状に描かれた

磨消縄文による文様と推定される (52~56)0十腰内VI式あるいは大洞B式の一部である可能性がある O

第14類-受け口状の口縁部破片で、口唇に三叉文がみられるもの。器種は注口あるいは壷であろう

(57)0十腰内VI式あるいは大洞B式の一部である可能性があるO

第15類一口縁・頭・体部からなる壷形の注口で波状口縁をもつものである (59)0十腰内VI式に相

当するO

(2) 注;口3点について

後期の土器は、大部分が小破片であるが、接合して形が分かるようになった注口が3点ある。分類

でも取り上げているが、ここでは詳しく特徴を述べてみたい。

58は、第12類で述べたように口縁・頚・体部からなる壷形の注口で、口縁部が大きいのが特徴であるO

口縁部はやや内湾しながら立ち上がり、頚部は「ハ」の字形、体部は横長の楕円形で、小さなボタン

状の底部に向かつて直線的にすぼまるO 器面は無地で丹念に磨かれ光沢をもっO 全体的に明黄褐色で

明るい感じがするが、所々に黒斑がみられるO 注口部は体部の中央付近に付く O 注口部の下部は半円

と三角形の沈線によって皐丸を表現している O 内面は粗いミガキとなっているが、口縁に近い部分は
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コj)
52(0区層位不明)

(忌

1635窃J
54(A区11層) 55 (0区11層:JO，v区別冒j

口

O 

第107図 後期土器2

7 
57(0区7層)

58 (0区12層)

59 (C区9層)

U 
。
己D

60 (0区13層)

10cm 

第8類 (60) 第 12類 (58) 第 13類 (52~ 56) 第 14類 (57) 第 15類 (59)
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よく磨かれている O 十腰内VI式である O

59は、第15類で述べたように、口縁・頚・体部からなる壷形の注口で、口縁部が大きいのが特徴で

あるO 口縁部は直立からやや外反してひろがり、波状口縁となっている(高まりは8単位)。頭部は「ハ」

の字形で、体部の上半部に最大径があり、肩が丸みを帯び小さな底部に向かつて直線的にすぼまる O

底部は丸い板を貼り付けたような平底で中央が浅く窪んでいるG 注口部は体部の中央から下にかけて

付いているO 器面は無地で丹念に磨かれて光沢をもっO 全体的に明黄褐色であるが、一部に黒斑がみ

られるO 内面は粗いミガキとなっているが、口縁に近い部分はよく磨かれているO 十腰内VI式であるO

60は、口縁部・頚部・体部からなる壷形の注口で、口縁部は欠損しているO 頚部は太く「ハ」の字

形で、縄文を持つ楕円形の文様が巡る(6単位と推定)。この楕円形は左右両端が鰭状に盛り上がる

のが特徴であるがその部分が剥離しているものが多い。体部は丸みを帯びるが、最大径は中央に来て、

やや横長の楕円形となるO 楕円形を呈する重弧文や円形文・直線文などの組み合わせからなる文様で

4単位配される O 文様の結節部などに小さな貼癌が付くのが特徴である O 注口部は体部中央のやや上

の部分に付く O 注口部の下部には小さな貼癌が4個付いているO 底部は剥離した状態から平底である

ことが分かるO 十腰内V式であるO

(3) 後期土器のまとめ

①後期の土器は口縁部の破片で数えると38個体であるO しかも 3個の注口を除けば、みな小さい破

片であるO すべて多数の晩期の土器に混じって出土したもので後期遺物だけの包含層はない。しかし、

杉沢遺跡では、異形の台付土器など完形に近い後期の土器が採集されており(福田・工藤1997.名久

井1971)、この遺跡のどこかに後期の集落跡や遺物包含層(捨て場)があることを想定してよいであ

ろう O

②今回出土した後期の土器は、量は少ないが十腰内E式から十腰内VI式(あるいは大洞B式の一部)

まであることが分かった。これまで地元民によって採集された後期の土器もこれらの型式群に含まれ

るものであるO

③57点の後期の土器片を観察すると、半数を超える30点にいわゆる海綿(状)骨針が含まれていた。

晩期の土器にも含まれており、杉沢遺跡では後期から晩期にかけて海綿(状)骨針を含む海成粘土で

作られた土器を使用していたことが分かる O この海成粘土が杉沢遺跡の近くにあるのかは分からない

が、半数を超える土器に見られることから、遺跡の近くに存在する可能性が高いであろう O

第3節土製品・石製品・石器(第108--115図)

土製品・石製品・石器は、数多くの晩期前葉(大洞 BC~C1式頃)の土器に伴って遺物包含層(捨

て場)から出土したものであるO 後期や晩期後半の土器も少量出土しているが、土製品・石製品・石

器の多くは晩期前葉のものであろう O 量が少ないので、地区・層位にかかわらず、ここで一括して取

り上げることにした。

(1) 土製品について(第108・109図)

土製品は、27点(郷土館のもの4点)あるO 内訳は土偶5点(郷土館のもの 1点)、匙形土製品 1点、

超小型土器11点、円板状土製品7点(郷土館のもの2点)、蓋形土製品 1点、不明の破片資料2点(郷

土館のもの 1点)があるO ここでは弘前大学の発掘資料を中心に取り上げるO

1)土偶

中空の遮光器土偶が2点、中実土偶が2点あるO

1は、遮光器土偶の体部から脚部にかけての破片である O 頭部と胸部・両腕・胴部の一部・右脚な

どが欠損したものである O 体部には磨消縄文による文様が描かれている C 正面中央にある菱形文、そ

の下に対になる列点からなる渦巻文が特徴的であるO 乳房は欠損しているが、それを囲む文様と高ま

t
E
i
 っ“
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1 .遮光器土偶 (A区7層， C区7・9層)

3.中実土偶

(0区 13層)
~ 

4 中実土偶

(0区 11層)

左側面の

断側図

2. 遮光器土偶

(0区7層)

Q 

ワD ロ
O 10cm 

E:L::l 

第108図

て三と二フコ/

土製品 (1-5) 
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円板状土製品

u o-~ 
7 (0区11層) 8 (0区8層)

超小型土器

に4三J ¥三土J
12 (8区15層)

，、

(jJ) 
13 (0区7層)

亡Eヨ
14 (0区9層)

)-~ 
10 (0区8層)

マ

山中

…
 

\~tf2J 乙去

。 10cm 
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2. 岩偶
，，-

左側面

参考資料(三戸町教育委員会所蔵)

第109図 土製品 (6~22) ・石製品(1・2)
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3. 岩版 (0区13層)

5. (層位不明)
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円板状石製品

9 (C区8層)
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13 (0区13層) 14 (0区10層)

超小型石製品 16 (0区5層)

O~ -8 
O 

ト→「ニ午 i
 

10cm 

E出

土偶

長さ(cm)

(88) 

重量(g)

17.7 

石材

頁岩(シルト状)

頁岩(シル卜状)

-層

位
-
6

層
-
区A
 

番号 層位 画さ(cm) 重量(g)

C区7-9層
( 11.4) 135.8 

A区7層

2 D区7層 5.5 

3 D区13層 (50) 71.7 

4 D区11層 (39) 3.8 石材

頁岩(シルト状)匙形土製品

番号 層位 縦幅(cm) 重量(g)

6 D区5層 3.5 9.6 

7 D区11層 3.6 8.9 

8 D区8層 3.4 6.5 

9 D区10層 3.4 89 

10 D層8層 3.5 9.6 

番号 層位 石材 長さ(cm) 重量(g)

5 不明 粘板岩 (83) 53.3 

6 不明 粘板岩 (7.7) 61.9 

7 不明 粘板岩 (6.8) 49.5 

8 不明 粘板岩 (141) 92.1 

超小型土器 円板状石製品

番号 層位 器晶(cm) 残存率

11 B区7層 1.4 不明

12 B区15層 1.1 114 

13 D区7層 (30) 不明

14 D区9層 1.1 1/4 

15 D区10庖 ( 1.4) 1/4 

16 D区11居 (23) 114 

17 D区11層 2.1 1/2 

18 D区13庖 2.2 7/8 

19 D区15層 (1.4) 1/4 

20 不明 (23) 118 

21 不明 (1.1 ) 不明

番号 層位 石材 縦幅(cm) 重量(g)

9 C区B層 安山岩 5.5 103.2 

10 D区12層 安山岩 6.8 107.0 

11 D区10層 安山岩 4.8 64.6 

12 D区14層 安山岩 6.2 113.4 

13 D区13層 安山岩 4.5 44.0 

14 D区10層 安山岩 7.3 156.9 

15 A区10層 粘板岩 9.5 323.6 

超小型石製品

石材

頁岩・粘板岩か

口
問
-

製
-は
司
汁
-

劃
一
番
一

2
-

-層
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-
4

層
-
昭

器高(cm)

2.0 

残存率

1/2 

第111図 石製品 (13-16)
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りの一部が残っているO 背面は弧線が対称的に入り組む文様を中心としているO 縄文は LRであるO

乳房を囲む文様の一部が残り、その部分が凹んでいる O 脇の下や股間に部分的に赤彩の痕跡が残る O

体部の内面を観察すると、製作時の粘土紐輪積痕や縦じわ、腕部や脚部の接合痕などが見られる O

また乳房の内側が凹んでいるO 胴部と腕部の接合部には補強のため粘土塊を貼り付けているO 両脚部

の聞にも補強のための粘土塊の貼り付けがみられ、その部分が厚くなっているO

2は、遮光器土偶の腹部の一部と思われる小破片であるO 磨消縄文による文様があるO 縄文はRLで、

赤彩されている O 内面はナデ調整で製作時の粘土紐輪積痕がみられる O

3は、体部と両腕部の破片で、中実土偶である O 両乳房とも剥離・破損している O 正面の胴部に弧

線が一対みられる O 手首が沈線によって表現されている O 背面には文様がない。正面・背面ともによ

く研磨されている O 胴部の欠損面にアスフアルト状の付着物が見られる O

4は、中実土偶の脚部と思われる破片である O 足首が沈線で表現されている C 欠損面にアスフアル

ト状の付着物が見られる O

2)匙形土製品

身は長楕円形の皿形で、先端部付近が欠損している O 柄は棒状で短い。手担ねによる成形で、ナデ

によって内外面とも粗く調整されている O

3) 円板状土製品

土器の破片を打ち欠き、円形にしたものである O 縁辺は磨滅しているため、研磨の有無は不明である O

大きさはすべて同じで、径が約3.5cmのものばかりであるO アスフアルトの付着は見られない。

4)超小型土器(ミニチュア土器)

法量が通常の土器にくらべて著しく小さいもので、ミニチュア

土器とよばれることがあるO 通常の小型の土器と区別するために

超小型土器と呼ぶことにし、土器ではなく土製品に含めた。土器

形土製品といってもよい。超小型土器の大きさの基準は、通常の

小型土器と比較し、高さ・幅ともに 5cm以下のものとした(第

112図参照)0 口縁部をもつものが9点、体部破片が1点、台部破

片が1点である O 成形は、明らかに手控ねのもの(11.12.14.17.18)

が含まれているが、成形痕を観察できないものが多い。形は浅鉢・

皿(11.12.14.15.19)が多く、次いで鉢 (16~18.20)、壷 (13)の

順となる O 口縁部に2条の沈線がめぐるものが1点あるが、他の

ものはすべて無文で、無地であるO 無地の面は、やや粗いナデ調

器高
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第112図超小型土器と小型土

器の法量の遣い

整のもの (12~ 14.16~ 19) とよく研磨されているもの (11.15.20) とがあるO また赤彩されたものが

1点ある (12)が、これは手担ね成形で器面はナデ調整のままで、指で押さえた痕などもみられるO

5)蓋形土製品

蓋ならば通常の土器に含めるべきであるが、頂部が欠損しているため蓋であると断定できなかった

ので、蓋形の土製品として扱うことにする o 2分の lほどの破片で、頂部が欠損しているため摘みの

形状は不明である O 身に平行沈線文が見られる O 内外面ともに横方向に丁寧に研磨されている C

(2) 土製品のまとめ

①土製品は、共伴した土器からみてすべて大洞 BC~大洞 C1式期に相当するものであろう O しかし

中実土偶は形態からみて後期のものである可能性があるO

②遮光器土偶(1 )は、共伴した土器からみて大洞 BC~大洞 C1式期に相当するもので、形態・文

様からみて矛盾はない。破片の高さは約l 1.4cmで、あるが、復元推定の高さは約23~24cmで、ある C

乳房の部分は内部からの凹みによって盛り上がっているO このことは、輪積み成形の段階で、乳房
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の佼請が確定していたことを示す。また施文前から乳震の喜多らみが示されていたことは、体部の

として、描かれた可能性があるむまた鋼部と腕部の接合部、脚部と興部の接合

の部分が摩くなっているのは、接合部の福強を目的としたものであろうむした

がって、製作工程を考えると、 1 .ニつの脚を作与、接合する。このとき接合部に粘土塊を加え諸強

する 2. 脚部が鰐れないように盟定し、その上に粘土紐を輪積みし、捜部・胴部・鞠部を作る

まで、作った段階で両擁 させ、やはり 粘土塊をたして補強するC そして3.最後Bゆ

を作り上げたのであろう c 一誌に赤彩の痕跨がみられる詩人もとは全体が赤彰されていたのであろう。

なお、郷土館の土偶は、中実の遮光器土偶であろう

i])中実の小型の土偶は、ニゥとも割れた面にアスフアルト状のものが付着しているびこれは土鵠が

壊れたとき、割れ言語に接着材を塗り接合・修理していたことを示すと考えられる O すなわち土偶

れると、修理して再び足いられることがあったことを示している O 時期は議期後半から晩期前葉のも

のとしておく

じ主l円板状土襲品の機能は不明で、ある。土器に穴があいたときに、その部分にアスフアルトなどで貼

号付けるものともいわれるが(甲野1953)、今回の資耗にはアスフアルトの付著は見られなかったc

石製品について(第109----111

石製品;之、 18点(郷土館のもの3点)あるc 2点(鵠土館のもの I点)、 立点(郷土

館のもの l点入ボタン状石製品 1点、石刀・石鰐類4点、円板状石製品8点(鶏土館のもの l点入

超小型石製品 1点ある c 共伴した土器から、石製品;ますべて晩期前葉、すなわち大混 BC式~

えられ、型式学的にみても矛盾はない会材質については山口義神氏の肉眼による鑑

定に基づいて記述したむなお、ここでは弘前大学の発揮資料を中心に取 v)上げるC

1)岩偶

1は、頭部から腰にかけての大型破片で、右競・脚部・ を欠損するG は11.9cIllで、あるが、

復元すると約15cIllになると思われる。

頭頂部には沈刻による三叉文と降苦文が施文されているさ顔面には沈線で眉・大きな日・口などが

表現されているつ楕円影の吾には横線がない。日は三角形であるむ後頭部に誌点対材、に三叉文が描かれ、

中央の点は小さな窪みとなっている C 頚には諜巻き状の隆帯がめぐり、点対称に配盟された「ノJの

字状の文様が並ぶ。鞠には大きな乳房が付く C乳震には文様がないc乳房の間には三角形の文様があるむ

捜部は三角形に盛与上がり、点対称に描かれた弧議文の中心が点となり、窪んでいる c 議頭部の文様

と1fAた講留である O 窪んだ点は隣を意識したものかもしれない。腕部の文様は平行線による渦巻き状

のS字文である G 背面の丈様辻平行線による揚巻き状のS字文、沈友Ijによる三叉文、弧報が点対称に

された入組文などが表現され、装飾化が著しい印象をうけるむ赤彩の痕跡はないc

之は参考資料であるつ昭和46年に三戸高校によって発掘されたもので(名久井1971)、

町教育委員会で保管している c 今拐、新たに実調IJ闘を作成した。腕部の小破片で、平坦な面を背面部

とすると、左腕に相当すると考えられるむ両面ともj品巻き状のS字文がj主義で描かれているむ

2) 

岩版は、隅蔀を含む破片であるC 背幽か正面か、また上下の位量も分らないc 雨酉とも

あるc石質は頁岩で為るが、きわめてシルトに近い感じであるC 両面とも平行線による渦巻文やC字文・

半円文が描かれている c 摩さは0.8憾で比較的薄く、鶴面には文様が誌とんど及んでい会いミ沈線部の

々とした赤色顔料らしきものがみられる O

3) ボタン状石製品

板状のものであるが、やや湾出し、外面は凸状に、内面は白状になる。欠損しているが、
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2個ある O 一方の孔の壁に赤色の物質が付着しているが、他の部分にはみられない。孔に通した紐に

由来するのかもしれない。周辺は一部加工・研磨されているが、内外面は自然のままであるO 材質は

頁岩である O

4)石万・石剣類

いわゆる石万・石剣・小型石棒の類を一括した。敵打ののち研磨されて製作されたもので、すべて

材料は粘板岩である o 5はいわゆる石万の柄部の破片であるO 柄頭の両面に短い直線文がみられるC

6と7はいわゆる石万あるいは石剣の万身部の破片である o 8は小型石棒の先端部の破片であろう O

5) 円板状石製品

偏平な円礁の周囲を打ち欠き、円形に仕上げたものである O 径は5~7cm前後、厚さ約1.5cmのもの

が標準である O また打ち欠いた側面をさらに敵打しているものが多いが、側面を研磨しているものは

1点(9 )である O 重さは約44gから323gまであるが、 100g前後のものが多い (9.10.12)0材質は安

山岩が多い (9~ 14)が、粘板岩のものも 1点 (5)ある口片面にアスフアルトらしきものが丸く付

着しているものが1点ある(9 )。

6)超小型石製品(斧形石製品)

縦26mm、幅10mm、厚さ 4mmで、重さ 2gという超小型の石斧である O ノミとしての機能が考えられるが、

斧形の石製品にふくめることにした。よく研磨され、色調は黒色で、光沢をもっ O 刃部付近は磨耗し

ている O 材質は頁岩か粘板岩の仲間と考えられる O

(4) 石製品のまとめ

①大型破片の岩偶は、右腕・脚部・右乳房を欠損するが、全体形を推定できる数少ない資料として

貴重である O 形・文様からみて馬淵川流域に広く分布する岩偶(渡辺1997)の仲間である O 共伴した

土器から考えて大洞 C1式期に属するものと考えられるO

②円板状石製品は、石錘や鼓石の一種など実用的な道具に比定されることが多いが、その機能は限

定できないのが現状である O 各地の晩期の遺跡、から少なからず出土しており、普遍的な遺物といって

よ¥'-'0岩手県一戸町山井遺跡では、大小の円板状石製品が201，点出土し、うち11点にアスフアルトが

付着している O すべて片面にのみ付着しているが、付着部が中心部に集中するものと全体に及ぶもの

とがあるという(高田・中村1995)0類例は八戸市是川中居遺跡(宇部・村木など2004)、つがる市亀

ヶ同遺跡(佐藤1897)、弘前市十腰内遺跡(斎藤・葛城2001)など多数ある O 杉沢遺跡でも片面にア

スフアルトが付着しているものが1点あるが、何のためにこうしたものがあるのか分らない。2007年

に再調査された弘前市大森勝山遺跡の晩期初頭の環状列石では、列石の聞に多数の円板状石製品が発

見され、注目を集めた(弘前市教育委員会の現地説明会資料)。

(5) 石器について(第113~115図)

石器は、打製石器である石鍛・石錐・石匙・石箆・異形石器・不定形石器と、磨製石器である石斧、

磯石器である石皿・凹石・敵石・磨石などであるO

石器の観察法・実ill1図の作成については青森県埋蔵文化財調査センターの中 11鳴友文氏と佐々木雅裕

氏にご指導を得たc また石材については山口義仲氏に鑑定をお願いした。

1)石鍛-30点(うち郷土館のもの2点)ある O 身部の形と茎部の形態の違いで4類型に分類する

ことができた。第 1類は身部が三角形で、茎部は底辺全体が浅く尖る形になるものである(1 ) 0 第

2類は細長い三角形の身部に突出する茎部がつくものであるO 身部と茎部の境が明瞭なもの (2~ 9) 

からやや暖昧なもの OO~15.17.19.24) まである。第3類は側辺が丸みを帯びた木の葉形の身部に突

出する茎部がつくものである 06.18.20)0第4類は身部と茎部との区別がつきにくいもので、全体の

形は棒状のものを基本とするが、太めのものが多い (21~23.25) 0 
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不定形石器 (55~65)

広
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63 

番号 器種 層位 石材 長さ(mm) 重量(g)

石鍛 D区8暦 玉髄質頁岩 26.0 2.4 
2 石2族 D区9磨 頁岩 21.0 0.8 

3 石型車 D区8層 頁岩 28.0 1.3 

4 石鍍 B区6層 頁岩 27.0 1.0 

5 石鍛 D区12層 頁岩 30.5 1.1 

6 石倣 C区6層 頁岩 38.0 1.6 

7 石録 不明 頁岩 41.0 1.9 

8 石鍛 A区7層 頁岩 25.0 1.3 
9 石鍛 A区9層 頁岩 49.0 7.6 

10 石鉱 A区12層 頁岩 22.0 13.0 

11 石鍬 C区7層 頁岩 33.0 1.5 

12 右鍛 D区11層 頁岩 44.0 u 
13 石鍛 C区91冒 頁岩 38.0 1.6 

14 石鎌 C区12層 頁岩 49.0 2.6 

15 石鎌 C区71膏 緑j尼片岩 36.0 2.9 

16 石鎌 B区71冒 頁岩 48.0 3.6 

17 石鎌 A区1屠 頁岩 46.0 2.6 

18 石鎌 C区5層 頁岩 37.5 1.9 

19 石量産 D区10層 頁岩 48.0 6.8 

20 石量産 A区9層 頁岩 44.0 3.5 

21 石量産 D区10層 鉄石英 45.0 7.7 

22 石鍛 C区7層 頁岩 39.0 5.8 

23 石量産 A区12層 頁岩 44.0 3.7 

24 石鍛 不明 頁岩 34.0 u 
25 石鍛 A区7層 頁岩 35.0 3.4 
26 石錐 A区7層 頁岩 42.0 6.1 

27 石錐 A区9層 頁岩 34.0 3.2 

28 石錐 B区7層 頁岩 55.0 5.1 

29 石錐 B区6層 頁岩 46.5 4.0 

30 石錐 D区7層 頁岩 30.0 5.2 

31 石錐 D区5層 頁岩 34.0 2.4 

32 石匙 D区12層 頁岩 51.5 43.4 

33 石匙 D区11層 頁岩 60.0 19.2 

59 

91 

64 
65 

G
I
F
t
 

10cm 

番号 器種 層位 石材 長さ(mm) 重量盗]
34 石匙 D区11層 頁岩 39.0 15.2 

35 石匙 不明 頁岩 38.5 11.2 

36 石匙 D区5層 頁岩 44.0 20.3 

37 石匙 A区9層 頁岩 46.0 14.6 

38 石匙 C区12層 頁岩 54.0 15.6 

39 石匙 B区7層 頁岩 36.5 8.7 

40 石匙 D区8層 メノウ 44.0 11.7 

41 石匙 不明 頁岩 45.5 16.6 

42 石匙 D区9層 頁岩 46.0 6.5 

43 磨製右斧 表採 安山岩 118.0 327.6 

44 磨製石斧 C区9層 閃緑岩 97.0 200.9 

45 磨製右斧 D区13層 安山岩 44.0 45.6 

46 凹石 D区15層 安山岩 64.5 217.9 

47 凹石 不明 安山岩 81.0 407.7 
48 凹石 D区15層 凝灰岩 74.0 122.6 

49 凹石 C区2層 安山岩 143.0 667.8 

50 凹石 B区6層 硬砂岩 105.0 350.5 

51 石皿 A区12層 安山岩 201.0 1786.2 

52 敵石 不明 砂岩 52.0 148.7 

53 磨石 C区6磨 安山岩 65.0 228.7 

54 磨石 D区12層 安山岩 95.0 532.4 
55 不定形石器 C区7層 頁岩 107.0 50.3 

56 不定形石器 B区7層 頁岩 36.0 3.4 
57 不定形石器 不明 頁岩 43.0 5.7 

58 不定形石器 D区10層 頁岩 42.0 4.5 

59 不定形石器 A区6層 頁岩 49.0 9.2 

60 不定形石器 不明 頁岩 41.0 14.8 

61 不定形石器 C区7層 頁岩 35.0 11.3 

62 不定形石器 C区1層 頁岩 48.0 17.0 

63 不定形石器 不明 頁岩 53.0 37.9 

64 不定形石器 不明 頁岩 61.0 33.0 

65 不定形石器 D区13層 頁岩 54.0 25.6 

第115図 杉沢遺跡出土石器55~65
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観察できた28点(郷土館の 2点を除く)のうち、 11点の基部(茎部など)にアスフアルトが付着し

ていることを確認した。

2)石錐-9点(うち郷土館のもの 3点)ある C 摘み部の有無や摘み部・錐部の調整の違いで3類

型に分類した。第 1 類は摘み部があり、摘み部と錐部が丁寧に整形されたもので、軸部も長い (26~

29) 0第2類は摘み部があり、摘み部や錐部の整形があまり丁寧でないもので、軸部も短い (30)0第

3類は摘み部がなく、棒状のものである (31)0 

観察できた 6点(郷土館の 3点を除く)のうち、 4点の基部(摘み部など)にアスフアルトが付着

しているので、石錐は柄をつけて使用することが多かったのであろう O

3)石匙-15点(うち郷土館のもの2点)ある O すべて横型である O 身部の形、底辺の刃部の形態、

などで4類型に分類した。第 1類は身部の形が横長の楕円形で、底辺の刃部がやや湾曲するものであ

る (32.33.35)0第2類は身部が三角形で、底辺の刃部が直線的なものである (34.36.38.40)0第3類は

身部が台形(? )に近いもので、底辺の刃部は直線的である (37)0第4類は身部が三角形で、底辺

の刃部がやや内湾しているものである (39)0

観察できた13点(郷土館の 2点を除く)のうち、くびれ部にアスファルが付着しているものが8点

あるO とくに39はくびれ部から摘み部にかけて横縞状にアスフアルトが付着しているのが観察され(写

真46)、ここに紐状のものが巻かれ、アスフアルトで固められていたことが推測された。

4)石箆-1点ある O 郷土館のものであるが、破片資料である O

5)異形石器-1点あるO 郷土館のものであるO やや「大」あるいは ixJの字に近い形をしているC

上端が欠損しているという O 用途は不明であるO

6)磨製石斧-6点ある(うち郷土館のものが2点あるが、図示されているのは 1点)0 いわゆる定

角式石斧と呼ばれるものに相当するO すべて欠損したものであるが、縦に長く、両面および側面が丁

寧に研磨されているO 刃部は蛤刃となり、使用痕跡(縦方向の磨耗痕)が観察されるO 身部の断面は

各辺がやや膨らんだ長方形となる (43)0頭部は尖り気味のもの (45)と小さな平坦面をもつもの (44)

とがある O 図示していないものに小破片がある O

7)凹石-7点(うち郷土館のものが1点)ある O 偏平な円礁の両面に窪みがあるのが基本である

と思われるが、礁の形、窪みの位置、部分的な研磨痕・敵打痕の位置や有無などで形態はさまざまで

ある046は厚みのある円礁で膨らみのある面にのみ窪みがみられる。48は円礁の両面に窪みがあり、側

面には研磨された部分があるようである。49は平面が洋梨形の偏平な円礁で上面に 3個、下面に 2個

(不規則で数えにくい)の窪みがある。50は細長い円礁で両面に 2個ずつの窪みがあり、端部には敵打

痕も見られる。47は両面および側面が研磨により面取りされ、両面に一個ずつの窪みがあるO そのほ

か細長い円礁を使用し、 2個の窪みをもつものがある(図なし)。なお凹石の窪みは敵打によって形

成されているため、大きな 1個の窪みに見えるものでも、大小の打痕がみられ、複数の窪みからなっ

ている可能性がある O

8)石皿-2点ある(うち郷土館のものが1点)が、ともに破片である O 偏平な大きな礁で、使用

によって一面のみが広く窪み、滑沢のある面を形成している (51)0 

9)敵石-2点ある O ひとつは偏平な円礁の周囲に打痕が一面に見られるものであるが、周囲を敵

打によって整形した円板状石製品である可能性もある (52)0他の一つは細長い礁の一部に打痕がみ

られるもので、半分に割れている(図なし)。また凹石と磨石の中には敵石の機能を兼ねたものがある c

10)磨石-2点ある O すべて丸みの強い円擦を使用したもので、全体あるいは所々が滑沢になって

いる O 凹石 (47)は研磨によって面取りされており、磨石としても使用された可能性が高いc

11)不定形石器・使用痕のある剥片-ここでは定型石器以外の剥片石器を不定形石器とした。素材

となる剥片の縁辺のみを浅く加工したものが大部分である O また鋭い縁辺をそのまま刃として使用し、
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縁辺にf吏思痕が残ったものを告思痕のある

数が多い。しかし、すべての不定彰石器・

は代表的な不定形石器を顕示するにとどめ

12)暖化鉄・メノウ・粘較若など-

ら出土しており、合言tすると約400gとなる
しているので、杉沢遺跡でも、酸化鉄を粉末にして、

と見なした。両方あわせると、定型石器よちはるかに

ある剥片などの観察が終了していないので、今凶

さく書11られているさ各区のいろいろな層か

の内側に赤色顔料が付着しているものが出土

どで水簸して、顔料を製作したのであろう。

メノウの小さな諜や大きな破片などが出土している C メノウ製の石器や石製品はないので、物珍し

さから集落に持ち込まれ捨てられたのであろう。芯粘板桔は質の良くない破片なので、石製品を作る

さいに捨てられたと考えられる G

(6) 石器のまとめ

主)石器は、遺物包含層から晩期前半の土器(大洞 BC---C1式)に伴って出土したものである C 石匙

(32)が台付鉢 (D492)の中から出七したが(写真日)、ぞれ以外は特殊な出土状況を示すものはない。

②石器の種類と点数は、打製石器が石鍛 (30点ト石錐 (9点)・右匙点)・石箆(1点)・異形石器(1 

点)・不定形石器と、磨製石器である石斧 (6点)、機石器である石胆 (2点ト凹芯〈ア点)・鼓石 (2

点ト磨石 (2点)などである C 縄文晩期の石器組成とし

玄!石鍛は細長い三角形の身部に突出する茎部がつくも

てよい。

にはアスフアルトが付若して

いるむ矢柄に石鉱の茎を差し込み、アスフアルトで国乏していたことを訴している

ミ仁:石錐は摘み部があるものが多いご橋み部にはアスフアルトが討著しているので、柄をつけて寵吊

ることが多かったのであろう c

は、すべて模型で、底辺の刃蔀がもっとも揺が広い。 ものと三角

形になるものが多い。くびれ蔀にアスフアルトが付着しているものが多く、なかには紐状のものが巻

かれていたことをうかがわせる資料もあるさ

は、すべていわゆる定角式石斧と呼ばれるものに相当する

;玄諜石器の1-t表である磐石・白石・鼓石は安山岩系の円擦を使用したものであるの主要な使用痕か

ち磨石・白石・鼓石などに分類できるが、それぞれに研脅痕・打東などが部分的に観察され、その分

は梗宜的なものにならざるを得なかったむ

は数が少ない。木の実の加工・調理などに使用されたのであろう

さく割った酸イヒ鉄の塊が少量出土しているc 深鉢の破片の内側に

があるので、杉沢遺跡でも、酸化鉄を粉末にして、深鉢で水簸して、顔料を

玄)不定形石器と{吏用痕のある剥片は、あわせると定形石器よりはるかに

削ったりする作業では、定形石器よりも数多く使用されたのであろう

ができなかったので、詳しい研究成果は他日を期することにする。

しているもの

したことが考えられるc

い。ものを切ったり、

の資料を観察すること
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第6章 縄文晩期の土器のまとめと考察

最後に、もっとも多く出土した縄文晩期の土器、とくに大洞 BC式あるいは大洞 C1式土器に焦点を

絞り、まとめと考察を行いたい。

第1節 各区の主要な層と出土土器(型式)の関係

晩期の土器は、山内編年に照らし合わせれば、大洞B式から大洞 A'式まであるO

大洞B式と見なされるものは、三叉文で飾られた深鉢 (C184) を除けば、小破片がごく少数あるだ

けである O ただし、この三叉文をもっ深鉢が、果たして大洞B式であるかは問題であろう O

大洞 C2式~大j岡正式は、耕作土を除けば、 A 区・ B 区・ D 区の第 3 層~6 層から多数の大洞 BC

式~大洞 C1式土器に混じって少数出土しているO 大洞 A'式は完形に近い台付浅鉢が1点あるが、大

洞C2式・大洞A式はいずれも小破片である O

上記の少数の土器型式(大洞B式・大洞 C2式~大洞 A'式)を除くと、約2000個体近くある出土土

器のほとんどが大洞 BC式と大洞 C1式の時期のものに相当するが、両者の区別は難しい。そこで、比

較的豊富な土器を出土した層から、形がある程度わかり、文様をもっ特徴的な土器を抽出し、層ごと

に並べて、大洞 BC式期・大洞 C1式期の土器群を検討したい。深鉢の例をあまりあげていないのは、

特徴的な形・文様をもつのが少ないためであるO

(1)青森県立郷土館の旧トレンチの第V層出土の特徴的な土器(第116図)

旧トレンチの主な遺物包含層は第V層である o I第V層の上・中・下層については文様帝をもっ土

器を基に検討した結果、だいたい第V下層が大洞 BC式期、第V中層が大洞 BC式~大洞 C1式期、第

v (上)層が大洞 C1式期と考えられるが、同時に器種による差異も少し見られた」という O また接

合関係や晩期後半のものと思われる破片が混じっていることから、第V層の上・中・下層は安定した

層序とはみなしがたいとも述べている(福田・工藤1997)0 しかし、この第V層はある程度の厚みも

あり、包含される土器の量も多く、層ごとに形がある程度わかり、文様をもっ特徴的な土器を並べて

みると、第V下層の土器は、雲形文の浅鉢破片(※をつけたもの)をのぞけば、すべて上・中層の土

器より古い様相のものと考えてよい。注口は含まれていないので不明である O 第V中層は鉢の頚部の

羊歯状文が下層のものより崩れがやや目立つようであるO また雲形文をもっ浅鉢や皿が急増するO 注

口は「ノ」字文や羊歯状文的な雰囲気をもつもので、第V下層の台付鉢や鉢の文様と似ているのが注

目される O 第V上層は文様をもっ土器が少ないが、ほぼ中層と同じ内容のものである O しかし注口は

雲形文をもち中層の注口よりは新しい様相をもっO

層位や形・文様などを総合的に考えるなら、第V下層は大洞 BC式に、第V中層と第V上層はとも

に大洞 C1式になるであろう O 大洞 C1式土器を細分することはこの二つの層では無理である O 中層の

完形に近い2個の注口も、古い様相をもつが、やはり大洞 C1式に含めるべきであると思う O

(2)A区の層位と特徴的な土器(第117図)

A区は文様をもっ土器が少ないが、第6・7・9・10層の特徴的な土器を層ごとに並べてみた。第10

層は出土量が少ないので難しいが、大洞 BC式でよいかもしれない。第9層は雲形文をもっ丸底に近

い浅鉢や体部上半に広い雲形文をもっ台付鉢があらわれるので、大洞 C1式とみてよいであろう D た

だし雲形文をもっ皿 (A254)は郷土館の旧トレンチの第V下層の破片と接合したので、本来は第10層

以下のものであろう O 第7層と 6層は大洞 C1式でよい。第6層の羊歯状文をもっ台付鉢 (A86)は古

い様相をもつものであるが、完形に近いものであり、出土状況を考慮すれば共伴土器と同じ時期(大

洞 C1式)と考えたほうがよい。したがって、皿 (A254) を別にすれば、第 9 層~6 層のものはみな

大洞 C1式とみなしてよいであろう O

(3)B区の層位と特徴的な土器(第118図)

B区も文様をもっ土器が少ないが、第6・7・9層の特徴的な土器を層ごとに並べてみた。これをみ
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郷土館旧卜レンチの第V層出土の特徴的な土器

ると古い様相(大洞BC式)をもっ土器を合む屑はなく、第6・7・9屑の土器はすべて大制C1式のも

のと考えてよさそうである O

(4)C[X:の層位と特徴的な土器(第119図)

C区は郷土館の|日トレンチと重複した地点であるO 第13.11 ~ 9 . 7・6層の特徴的な土器を層ご

とに並べてみたが、十ー器の量が多いのは第7届と第9層である O 第9届の土器は文様からみて肯い様

相を示すものだけであり、大洞BC式と考えられる O 二三叉文をもっ深鉢 (Cl84)は、より古い様相を

もつが、破片がほとんと守揃っていた一括土器で、共伴L器と同じ時期(大洞BC式)と考えたほうがよい。

量は少ないが第13・11・10層の t:器も大洞BC式と考えて矛盾がないものである O 第7届は明瞭な羊

歯状文をもっ大7tq台付鉢 (C110)が出土しているが、体部 L半に広い雲形文をもっ台付鉢が共伴する

ので、大洞C1式の層とみてよいであろう O また旧トレンチの第Vr..fl層の大型壷(郷土館7)と同一

個体の破片ーが10片ほど出士しているで、この二つの届は平行関係にあるとみてよい。第6層の土器は

少ないが当然大i[tiJC1式に属する O
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第117図 A区の層位と特徴的な土器
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第118図 B区の層位と特徴的な土器

(5)D[ぎの層位と特徴的な土器(第120似1)

D区は出土遺物も多く、屑もできるだけ細別して取り上げた地点である。上から一枚ずつ剥ぐよう

に発掘したつもりでいるが、実際には屑のつながり・上下関係をとらえるのにまごついたことも少な

くない。 しかし、届位に発掘による混乱はさほどないと思っている 。 特徴的な土器は第15 ・ 13~8層

にみられる。第15層の土器は羊歯状文などがキチンとしており、新しい要素がみられないので、大綱

BC式と考える。第13層の士器も15屑のものと同じ大制 BC式と思われる。しかし、体部上半に広い

雲形文をもっ台付鉢や雲形文の注目は新しいものかもしれない。第12屑の土器は難しい。浅鉢(D493)

は大洞 C1式でよいであろう O 内傾する体部上半の端部がそのままH縁となり、体部に羊商状文をも

っ注Uは古い様相を残すようであるが、列点などはやや粗雑であり、体部下半に雲形文をもっところ

から大洞 Cl式に属すると考えるのが妥3と忠われる。第11届は広い文様帯に雲形文が展開する台付

鉢や浅鉢に代表されるように大iltiJCl式で、ある 。 したがってそれよりも上屑に位置する第10~ 8国も

大洞 cl式のものとなるが、比較的古い様相をしめる注円 (D259.D360)や深鉢 (D305) を含むのは

注目される O
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第119図 C区の層位と特徴的な土器

第2節 大洞BC式士器群と大制 Cl式上器群の設定(第121・122図)

各区の主要な層位と山士十.器の関係で検討したように、やや強引であるが、大洞 BC式と大洞 cl式

は国位で分けることができそうである。大iluJBC式の層は、 IRトレンチの第V下府、 A区の第10層、

C 区の第13 ・1l~9 層、 D 区の第15 ・ 13層である O 大 71tiJ Cl式の層は、旧トレンチの第V中・上層、

A[X~の第 9 ・ 7 ・ 6 層、 B Þ{の第 9 ・ 7 ・ 6 層、 C 区の第 7 ・ 6 層、 DIメ:の第1O~8 屑である 。 迷ったの

はD区の第12層であるが、大洞 Cl式の要素の克が強いと判断した。なお、郷十官官の報古書ではIUト

レンチ第V中層を大洞 BC式と大制 Cl式がともに存在するものと考えている(福田・て藤1997)。

各|メ:の届位(土器)と型式の関係

旧トレンチ

第VIjl・仁層

第V下回

C区

第7・6届

第13 ・ 11~9"醤

A区

第9・7・6層

第10屑

大洞 Cl式

大洞 BC式

これに基づいて、大洞 BC式と大洞 Cl式の主要な土器組成を集合図で示してみよう(第121・122図)。

大洞 BC式から大洞 Cl式への変遷は連続的で、その区別がつけにくい。 ql間的な型式も設定しにくい

ようである O 第116区I~第120図を参照しながら大洞 BC 式土器の組み合わせ(第121図)と大11司 CIA

土器の組み合わせ(第122図)を見ると、深鉢は無文で縄丈地のものが多く、型式による違いを見い

だすのは難しい。頭部の狭い文様帯に羊歯状丈がめぐる深鉢・台付深鉢は数は少ないが、大il司Cl式
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第120図 D区の層位と特徴的な土器
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まで残るようであるむ鉢や台付鉢のうち口頭部の狭い丈様苦に羊歯状丈がめぐるものは両型式にみら

れるむこの羊歯状文;立大絹 BC 式ではキチンとしたものが多く、大潟 C1~えではくずれたものが多いよ

うであるが、そうでないものも多数あり、その区別法難しいことがある。また体部上半に広い雲形文

をもっ台付鉢は大洞 BC式にはほとんどなく、大洞 C1式の大きな特徴となっているひ浅鉢のうち小さ

な底部をもち、体部に雲形文を有するものは、大洞 C1式に多いが、大綱 BC式にはあまり無いc 血は、

台付距 (D555.A254)が大調 BC式と思われるが、地のものはすべて大洞 C1式であろう。大型壷を除

くと文様をもっ持銭的な壷辻少ないc 大型壷の D557は大ilTJBC式、位のもの(鶏土館4.5.ア)は大

福C1式であろう G 比較的小型の蕪文(蕪地で光沢をもっ〉のものは雨型式に見られる。語科影の査は、

をもつものが多く、みな大福 C1式に属する。また受け口状の口縁をもち下膨れの無支の牽〈多

くは赤彩、 A132など)は大洞 C1式の特徴となっている C 注口は受け口状の口縁部をもち体部の文様

に四葉状のX字文やそれに鉱た文様をもつものは大綱 BC式 (D612.C239.C241)と大淵 C1式 (D259.

D360.鵜士館 1.2)の両方にみられ、そのi玄関は容易でないc このような特色をも q注口は両型式に

ると考えたほうがよいむ内領する{卒者p上半の場誌がそのまま日縁となるもの

もの (D509.D511)も雲形文のもの(郷土館3) も大詔 C1式に属すると

体部の文様が

したむ

以上のことはいろいろと問題を含むであろう O 若い研究者には机上で論ずるのではなし新たな発

実施して、検討して欲しいものである

第3欝 大詔BC式。大潟C1式土器の器種組或とその割合(第123関)

の発掘調査で出土した晩期の土器の個体数は1894点(うち懇士舘の18トレンチでは232点)で

あるひこのなかには椴量の大洞3式・大洞 C2式~大洞正式が合むが、その飽はすべて大混 BC式

と大洞 C1式に属するものである O そこで1894点すべてを大洞 BC式と大洞 C1式とみなし、微量の異

を蕪視して、その器種構成やその割合を検討することにする O 器種ごとの内訳は、深鉢が

1035点 (54.6%人 (21.9%)、浅鉢が167点 (8.8%)、血が75点 (4.0%)、 (8.6%)、

j主口が40点 (2.1%)で為るひ深鉢と鉢の数が多いの辻、煮溌に手Ij毘され、沼耗し壊れることが多かっ

たことを示している。郷土蕗の18トレンチの第V層出土の土器だけで示した器程組成もほ忠男じ割合

なので、深鉢が組成の半分以上を占めるのは杉沢遺跡の大きな特鍛であろう S 同じ時期の野口遺跨の

をみると深鉢が30%で、杉沢遺跡より少ない(野口遺跡の資料が個人の採集品であることに

む今津遺跡の大柄 C2式の捨て場では深鉢が12.4%とさらに低くなるが、逆に鉢が57.3%と増加す

るおおそらく北東北地方では大潟 C1式から大混 C2式にむかつて、食事のための煮沸容器が小型化し、

ら鉢(多くは合付鉢)に移行するので為ろう C 組成よとを出していないが、十和田甫明戸遺罫で

も大H司C1式の炭化物のついた鉢(台付鉢を含む)が数多く出土している C

岩手県内で縄文晩期遺跡の発掘報告書がいくつか出版されているが、その器種組成には問題

があり、比較することができなかったむ問題があるにせよ、発搬は包含層や遺構内堆積層をできるだ

け揺分し、屠ごと・遺構ごとに出土遺物を提示して欲しいものである 2 層ごと・遺構ごとに発掘しでも、

の型式にあてはめて分類するだけで辻、型式の実意・内容は深fとしないであろうひ屠設は万詑で

はないが、層位をわすれた確究者は、款を忘れたカナリヤよりも穆めであることを知るべきである
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第121図 杉沢遺跡出土の大洞BC式土器の組み合わせ
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第122図 杉沢遺跡出土の大洞C1式土器の組み合わせ

-141 -



j主口2.1% 

浅鉢8.8%

深鉢

54.6% 

壷 9.1 

杉沢遺跡(全体) 杉沢遺跡(郷土館 C-2V層のみ
中里・福田・工藤1997より)

器種 個体数 割合
深鉢 1035 54.6今6
鉢 414 21.9% 
浅鉢 167 8.8q，色
皿 75 4.09-色
査 163 8.6% 
j主口 40 2.1% 
合計 1894 100% 

器種 個体数 割合
深鉢 158 57.2% 
鉢 63 22.8% 
浅鉢 26 9.5% 
査 25 9.1九
j主口 4 1.4弘
合計 276 100% 

浅鉢15.8%

j主口1.0%

鉢57.3%

深鉢

13.7% 

今津遺跡(藤沼・関根2005より)

制

vm
q
L
 
『，，、
-
B
J

刈
『

1
ゾ

鉢

配
戸

onu 
n
u
 

nJι 

一…
塚貝口野

器種 個体数 割合
深鉢 200 12.4% 
鉢 923 57.2q，色
浅鉢 254 15.8今6
皿 70 4.3% 
査 160 9.9q，色
j主口 3 0.2q，も
香炉形 2 0.1% 
合計 1612 100% 

器種 個体数 割合
深鉢 284 30.5% 
鉢 440 47.2% 
浅鉢・皿 128 13.7% 
査 71 7.6% 
j主口 10 1.0今色
合計 933 100今6

注)製塩土器331点を除いたものである。

第123図 杉沢遺跡・今津遺跡・野口貝塚の器種組成比
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杉沢遺跡の出土品の組成
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第 1類 0305(10層)

v v 

0305の展開写真

写真 1 深鉢第1類
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第 1類 0306(10層)

0306の展開写真

写真2 深鉢第1類
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第1類 0575 (15層)

第2類 0324(10層)

第1類 A183(9層)第3類 84(5層) 0184(8層)

写真3 深鉢第 1~3類
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第4類 0480(12層)第4類 A34(6層)

第4類 、ー-〆 A295(13層)第4類 A57(6層)

第4類 0133(6層)第4類 0529 (13層)第4類 C181 (9層)

写真5 深鉢第4類
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第4類 C147(9層)第4類 C86(7層)

第4類 C236(11層) 第4類 C179(9層)

第4類 C237 (11層) 第4類 872(7層)

第4類 C177 (9層) 第4類

写真6 深鉢第4類
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第5類 C184(9層)

C184の展開写真 (炭化物の附着状態に注意)

写真7 深鉢第5類
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第6類 B71 (7層) 第6類 第6類 A303(13層)

※ 

第6類

※ 

内面 (下3個)にのみ赤色顔料が附着、外面 (上

C247 (士坑1) 3個)には附着なし。(水簸周に用いたか?) 

深鉢に見られる地文の例

a L R単節斜縄文 b : R L単節斜縄文 C 田 a. bによる羽状縄文
d :付加条縄文 e 撚り戻しによ って無節となるもの
撚り戻しによ って単節となるものつ g:条痕文 h 無地 (ケズリ)

写真8 深鉢第6・7類など
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v 

歯E

内面底部に漆の塊が付着。j奈は剥落した部分がある。

第2類 0405 (11層)

外面に炭化物

付着。内面も

炭化物付着。

v 

Iヂで;三野署Ii宮家烹iiMilー:ー一一ご..トプ.予でご:fTf2233l-ι塑受.スJマ-ぷrff117ff・-ザ|--ー/袋三.ノ'7 54 ノ l 

置置EE--f二一
/ 
/ 

~~--

0405の展開写真

写真9 鉢第2類
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第2類 0279(9層)

第2類 836(6層)

第2類 C105(7層)

第2類 0403(11層)

第2類 8106(7層)

第2類 0537 (13層)

写真10 鉢第2類

-D
 

-0
 

1
i
 



第1類 846(6層)
第1類 (体部) 8121 (7層) 第2類 A83(6層)

第2類 0538(13層)

第2類 A224(9層)
第2類 A82(6層)

第2類 0136(6層)

第2類 C77(6層)
第2類 8107(7層)

第2類、層位不明、内面にアスフアル卜付着。
第2類の

体部破片で

金雲母が

※ 

外面 内面 混入しているもの。

第3類 - D547(13層) 第3類 D165(7層)

写真11 鉢第 1~3類など
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第4類 B112(ア層) 第4類 D591(15層)

第4類

第5類 D281 (9層)

第5類 A 151 (7層)

第5類 C11 0 (7層)

写真12 鉢第4・5類
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第6類 0590 (15層) 第7類 C208(9属)

第9類 C194(9層) 第10類 0334(10層) 第10類 A85(6層)
第9類 A281(10層)

第10類 A149(7層)
ij 

第10類 C111(7層) 第10類 0407(11層)
第10類 0335(10層)

第10類 0539(13層) 第10類、A84(6層)
第10類 0218(8層) 第10類 C112(7層)

第10類 0408(11層)

第10類 8108(7層)

第10類 0280(9層)

写真13 鉢第6・7・9・10類
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第10類 0215(8層)

第10類 C189(9層)

第10類 0548(13層)

第10類 0491 (12層)

第10類 0592(15層)

第10類 C109(7層)

写真14 鉢第10類

ハ叶
d-3
 

1
E
i
 



第10類 0406 (11層) 第10類 A87(6層)

第10類 0536(13層) 第10類 0492 (12層)

第11類 0595(15層) 第11類 0415 (11層)

写真15 鉢第10・11類
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第11類 0549(13層) 第11類 D404(11層)

第11類 A86(6層) 第11類

第11類 C204(9層) 第11類 C200(9層)

第11類 A229 (9層)

第11類 0490(12層)

第11類 A282(10層)

写真16 鉢第11類
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第11類 C199(9層)

C199の展開写真

第11類 C205(9層) 第11類 0422(11層)

写真17 鉢第11類
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第11類 A225(9層)

第11類 079(5層)

第12類

第13類

第11類 B113 (7層)

第11類 A280(10層)

第11類 C206(9層) 第11類 0550(13層)

C244 (13層)

A89(6層)

写真18

第12類 郷土館8(C-2V下)

第14類 090(5層)

第14類 071(5層)

鉢第11~14類

-163 

第11類 C207(9層)

C区1層

第14類 C19(1層)

第14類 062(5層)



第1類

8153の展開写真

8153の拓本

写真19 浅鉢第 1類

一164-

8153 (9層)



第1類

' v 

0424の展開写真

第 1類 郷土館10CC-2V下)

v 

郷土館10(C-2V下)の展開写真

写真20 浅鉢第1類
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第 1類

第1類

第9類

写真21 浅鉢第1・9類

一166-

8123(7層)

0493(12層)

C213(9層)



第 1類 第1類 A241 (9層)

第 1類 0423(11層)第1類 A110(6層)

寄言孟孟亘一一

L_ 
第 1類 091 (5層)第1類 0428(11層)

第 1類 A154(7層)第1類 0288(9層)

第 1類 B56(6層)第2類 B122(7層)

第3類 0430(11層)第3類

写真22 浅鉢第 1~3類
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第3類

第3類 A28(5層)第4類

第4類 0552(13層)第8類 C214(9層)

第12類 一」え4-E~o. -~ 092(5層)

第7類 0603(15層)

写真23 浅鉢第3"'4・7・8・12類
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郷土館12 (底部から見た写真)

郷土館12(C・2V、cεv下)と
第6類 弘前大学発掘C区6層のものが接合

写真24 浅鉢第6類
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郷土館12の拓本

郷土館12の展開写真

郷土館12の区画文を拡大したもの

写真25 浅鉢第6類

-170一



第11類 D98(5層)

第 1類 C80(6層)

男..  
・ ii!i!'j穂~メ a・

園

第 1類 B165(試掘)

第5類 0494(12層)

第 1類 0174(7層)

第 1類 0338(10層)

第13類 09(2層)

第 1類 0339(10層)

第 1類 0142(6層)

第 1類 C210(9層) 第2類 B126(7層)

第 6 類 可~ A129(6層)

第13類 A125(6層) 第13類

09(2層)

写真26 浅鉢第 1~7 ・ 11 ・ 13類

-l7l -



第1類 第3類

「1|r勾I
C82の外面 内面

補修孔を撮影したもの。臼形の孔があけられている。

第7類 C222 (9層)第8類 郷土館14(C-2V上、C-2V下)

第5類 0345(10層) 第1類

写真27 皿第 1 ・ 3~5 ・ 7 ・ 8 類
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第10類

一一里一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一- 一軍

園 国哩里里
ド弘二 一一一二三ム一三l
0555の展開写真

※ 

海綿状骨針が胎土に混入している。 0105の範囲を拡大。

巴喧ゴ
第7類 A254(9層) 第7類郷土館13(C-2V下、C・2V上~下 w嗣固- 第 1類 860(6層)

第 1類郷土館19(C-2V上)

第4類 C218(9層) 第7類 02仰層) 第7類 ' 第7類別33(7層)

0347(10層)

第2類

0440(11層)
第3類 A249(9層)

第11類 C20(1層)

第9類 0101(5層)

写真28 皿第 1~4 ・ 7 ・ 9~11 類
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浅鉢・皿の底部・台部

0248(8層)
0441 (11層)

8144 (7層 0121(5層 A166(7層 C28(1層) 0304(9麿 0262(8層)

C132 (7層 8146 A142 8145 0150(6層 0513(12層)

※第7類

C222(9層)

(7層 (6層 (7層)

写真29

底部からの写真

アスフアルトの附いた査の体部破片

A区
D区 (9層)

3 
C区 (7層)

'うノ

5 
C区 (15層)

割れ目の上にアスフJ7ル卜を塗布したもの。

(2は断面にまでしみ込んでいる。)

浅鉢・皿の底部・台部、アスフアルトの附いた査の破片

174 -



第3類 D557(13層)

D557の展開写真

写真30 壷第3類

- 17~ 一



第4類 0607(15層)

第5類 0298(9層)

第7類 A163(7層)

写真31 壷第4・5・7・8類
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第8類

第9類

A 132 (6層)第8類? 0574(14層)第8類? 0445(11層)

0504 (12層) 0504の欠損部(穴)の周囲にアスフアルト付着

第11類

写真32 査第8~11 類

177 

0146(6層)



C125(7層) 第15類 0560(13層)

第15類 第17類 C124(7層)

第15類 第15類 1(13層)

写真33 壷第12・15・17類
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第15類 8155(9層)

第17類 C123(7層) 第17類 C223(9層)

第18類 0451 (11層)

F]| 
第19類 0444(11層)第19類 C226(9層)

(体部) 0348(10層) 第18類 866(6層)

写真34 査第15 ・ 17~19類

~ 179 ~ 



第12類

第11類

写真35 査第11・12類

180 -

0564 (13層)

0562(13層)



第12類 C121 (7層)

第14類

第17類

写真36 萱第12~14 ・ 17類
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第19類 0350(10層)第20類 A 11 (1層)第20類 ~B154(9層)

第20類 0110(5層)第20類 0503(12層)

第20類層位不明 A164(7層)
0352(10層)

0455(11層)

第18類つ D区6層

0145 (6層)

その他 (A164・8157・0114・

0129.0352・0450・

0453~456 ・ 0458)

8157(9層)¥¥

0456(11層)

醤塑E
一一曹F

0129(ア層)

写真37 壷第18・20類、その他

-182 -

0453 (11層)
0114 (5層)

0450 (11層)

0454(11層)

-. 



第1類

第1類

一白

C239(11層)

注口部が剥離している部分にアスフアルトが

付着している。

v v 

C239の展開写真

写真38 注口第 1類
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第 1類

0259の展開写真

第1類

0360の展開写真

0259(8層)

0360(10層)

写真39 注口第1類

-184 -

' 

底部に穴があり、そ

の両面にアスフアルト

が付着している。



第1類

0612の展開写真

第 1類

写真40 注目第 1類

185 

0612(15層)

.持続?摂対吋

陀I二月半γ ¥ I 
成形時の爪痕がは っきりと残され

ている。



第 第 1類

第3類 0511(12層)

0511の展開写真

その他 C230(9層) 第2類 郷土館6(C-2V中)

その他 C29(1層)

その他 C85(6層)
その他 A 165 (7層)

その他 0566(13層)

写真41 注口 第 1-3類・その他
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60(8区7層、 D区12・13層)

59(C区1・7・9層 58(C区2・8・9層、 D区12層)

写真42 後期の注目土器

187 



(背面)

3(D区13層) (正面)

中実土偶

割れ目にアスフアルトが

附着している。

内面に粘土紐積み上げ、痕が見られる。(内面)

写真43 土製品(1・3)

-188 -



5(A区6層)

匙形土製品

蓋形土製品

岩偶

写真44

18(0区13層)

15(0区10層)
12(8区15層)

6(0区5層) 9(0区10層)

円板状土製品
10(0区8層)

(正面)

土製品・石製品

-189 -

20(層位不明)

超小型土器

7(0区11層)

8(0区8層)



3(0区13層)

岩版

4(層位不明)

ボタン状石製品

石刀の柄部

52 融石 (層位不明)

44(C区9層)

磨製石斧
43(表採)

写真45

14(0区10層)

12(0区14層)

円板状石製品

超小型石製品

16(0 区5層)

11 (0区10層)

9(C区8層)

中央にアスフアルト状

の付着物が見られる

47 凹石兼磨石 (層位不明)

50(8区6層)

凹石
46(0区15層)

石製品・石器

-190 -



29(8区6層)

石錐 (26~3 1)

31(0区5層)

35(層位不明)

41 (層位不明)

26(A区7層)

32(0区12層)

石匙 (32~42)

33(0区11層)

39(8区7層)

写真46

30(0区7層)

27(A区9唐)

28(8区7層)

36(0区5層)
34(0区11層)

37(A区9層) 38(C区12層)

40(0区8層) 42(0区9層)

石器 (石錐・石匙)
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1(0区8層) 2(0区9層)

4(8区6層 3(0区8層) 8(A区7層)

5(0区12層) 6(C区6層)

14(C区12層)

7(層位不明) 15(C区7層) 18(Cむ層)11 (C区7層)10(A区12層)13(C区9層)24(層位不明)

12(0区11層)

25(A区7層)

20(A区9層)

16(8区7層) 17(A区1層)

19(0区10層)

23(A区12層)

21 (0区10層)

写真47 石器(石鍛)
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杉沢遺跡の遠影 (三戸町教育委員会提供)

遺跡付近に立つクリの木

遺跡の南西、蒼前神社

写真相

猿辺川にかかる杉東橋

杉沢遺跡の周辺風景

193 -

猿辺川|上流付近



調査区発掘前(北東から) C区発掘風景 (C区東側から)

B区5層発掘状況 (東側から) B区南壁 (北側から)

C126(C区7層)出土状況 C区7層土器出土

C 区 7~9層土器出土 (C109 ・ 199の台など) C区9~11 層土器出土 (C184 ・ 241 など )

写真相 発掘風景と遺物の出土状況
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C区7~ 11 層東側土器出土 ( C124 ・ 240など )

C区東壁セクション図作成風景

A 区 6~7層土器出土 (A132・159など)

C区7~ 11 層東壁付近土器出土

¥ | 

盛挙~ 礼s弘主主てよ- I
C区11層土器出土 (C239など)

A区6層岩偶出土

写真50 発掘風景と遺物の出土状況
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D区11層台付鉢出土 (0405) D区15層赤彩壷出土 (0607)

D区12・13層西壁付近土器出土 (0504・557) 0557赤彩大型査出土

D区13層南壁付近土器出土 (0560・548) D区12層台付鉢・石匙出土 (0492・石器32)

D区14層南西角土器出土 (0555・574) D区15層大型注口と撮影 (0612)

写真51 発掘風景と遺物の出土状況
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A区東壁 D区発掘風景 (北西から)

D区11層東壁付近土器出土 (0424) 0区6・7層西壁付近土器出土

D区15層南側台付鉢出土 (0590) 0区10層西壁付近土器出土 (0360)

D区10層西壁土器出土 D区11層東壁付近土器出土 (0405)

写真52 発掘風景と遺物の出土状況
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D区南壁

D区8層注目出土 (0259)

~ 

... 圃Eプτ?ぎ11)訟一-• 11下ドI三コ三三三IつIヒヒI
r'"園'，ユ?ゲ7予γγ11一、判‘ 九 j説I可・-z-三11ご〆ア
. 圃 -戸ぺ、二， 三ι三こご=亘
D区8層壷出土状況 (0253)

D区10層発掘風景 (0345)

D区東壁

D区西壁

写真53 発掘風景と遺物の出土状況
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編集後記

杉訳遺跡の発議泣言語白かったっ学生試み会発掘は初めてである。最初はどんな小さな 1::.器片であっ

ても、晃つ行るたびに歓声をあげていた。しかし、次第に沢山の遺物が出土するようになると、完形

に近い土器にしか喜びの声を上げなくなった。もう初々しさは失われたのであるc 調査区のなかに

森県立郷土館の旧トレンチが完全に盤被し、その埋め土を排除するのに28ほどかかった。しかし、

その周辺から晩期前葉の土器が多数出土し、調査の弓的辻達成することができた。発議が終り、

にもどると、さっそく遺物を乾燥させ、洗浄し、接合・護元を始めた。以来、報告書が完成するまで、

考吉学ぞミの護活も学生も掠誌というものがなくなった。 I日トレンチの理め土や新たに発掘した部分

からの土器片が、都土鎮の発掘品と接合し、完形品となったことも閥白かったことの一つである。休

日がなく令った埋めあわせに、今年度は大勢であっちこっちに出かけた。お花見も何回もしたc ~副館

博物館に務保内野遺跡の土棋を見に行ったときは集中豪雨で3時間も卒中に関じ込められた。山梨，

長野の中央線沿いの遺跡や博物館を児心行くときは、やはり集中毒足関にぶつかり、予定してい

行きの寝台列車が動かず、あわてて新幹粧を利用した。こうした不運にも晃舞われたこともなんとな

く的i白かっ でも校舎の修理で¥ げて作業する さな2つの部罵 4 

措と 3階)に分かれたこと った。

遺践: したら報告書を島すの 諜せられた安務である 完壁なものとはとてもいえな

いが、 と一緒になって、定年前に を作成できたこと しい。

(藤招
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杉沢遺跡の報告書抄録

あおもりけんさんのへぐんさんのへまちすぎさわいせきはつくっちょうさ;まうこくしょ

青森県三戸郡三戸町杉沢遺跡発掘調査報告書

円
一
編
一
執

弘前大学人文学部日本考占学研究窒研究報官

§ 

藤詔邦彦・秩

藤沼邦彦・秋

-宮本明自香

・赤坂拐美・ 議・捜本孝員5・宮本明呂合・
*五十議愛人・立花晃一・

弘前大学人文学部日本考古学研究室

地|干 036-85ω 青森県弘前市文京町 1番地

2008年3月31日

0172…39-3273 

あおも乃けんさんのへぐんさんのへまちお

青森県三戸部主戸町大字貝森字杉沢

ミもりあざすぎさわ

ド;市町村 02441 

北緯 400 23' 0。グ

遺蕗番号 58001 

東経 1410 05' 30" 

2006年8月5日---2006年8月 15日

51ぱ

学術調査(亀ヶ岡文化研究のため)

種 別|集落跡の捨て場

時 代|縄文時代後期~晩期

遺 講|捨て場(遺物包含屠)

な遺物は縄文時代晩期(大詔BC式~大混正式)であるが、大

-岩版・ボタン状石製品・超小型石製品・円板状石製品・石万

.石錐・石匙・石斧・凹石・磨石・石皿・敵石

(赤色顔料の原料)

大潟 C1式土器の土器組成などが明らかになった。

200 



青森県三戸郡三戸町

杉沢遺跡発掘額査報告書

〈弘前大学人文学部日本考古学研究室研究報告か

2008年3月31日

藤沼邦彦・秋山真吾・赤坂境美・宮本明日香

発行 弘語大学人文学部日本考古学研究室

弘前大学人文学部開高 亀ヶ岡文化研究センタ一

千036-8560 青森県弘前甫文京町1

電話 0172 36 -2111 (代表)

印刷 用口印刷工業報

千030-0802

TEL 017 721 






